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事例集について

ページの見方

　フードバンクとは、食品企業の製造工程で発生する規格外品などを

引き取り、福祉施設等へ無料で提供する団体・活動です。

　2015年以降急速に団体数が増加し、現在日本全国で252のフードバ

ンク団体が登録しています（2023年9月農林水産省掲載）。

　本事業を通じて活動状況をヒアリングしていくと、ボランタリーで

運営されている団体は全体の約50％で、週1回～数回の頻度で運営さ

れていることが分かりました。また、活動開始から3年未満の団体も

多く、そうした団体の多くは既存のフードバンク団体とのつながりが

少なく、ノウハウや知見の共有が十分でない傾向にあります。

　このような状況の中、本事業は、小規模なフードバンク団体の基盤

強化のサポートや、団体同士の関係性構築などを通じて、フードバン

ク活動を加速させ、より多くの食料を必要な人に届けられることを目

指して実施しました。

　事業を進める中で、フードバンク団体の多くが共通の課題をもつこ

とが分かりました。この事例集は、そうした課題に対する解決するた

めの取り組みや、優良事例を共有することを目的としてまとめたもの

です。課題ごとにまとめて紹介していますので、日々フードバンク活

動に取り組む皆さんの課題解決のヒントにぜひご活用ください。

専門家派遣事業：本事業を通じ、フードバンク

団体が抱える課題に強い専門家を派遣した事例

優良事例：全国のフードバンク団体のうち、活

動のヒントになると思われる優良な事例
課題ごとにカテゴリ分け

「専門家派遣事業・優良事例」のページでは、課題ごとに事例を紹介しています。

事業の概要は、P.48の「本事業について」をご参照ください。

活動と広報と寄付の循環へ
特別法人会員制度を開始
認定NPO法人フードバンク北九州ライフアゲイン

専門家派遣実績

9回 12時間

団体概要

所在地 福岡県北九州市
代表者名 理事長　原田昌樹
設立年 2013年
スタッフ数 11名
ボランティア 100名
活動日数 週6日
https://fbkitaq.net/

2022 年度活動実績

取扱量 130 トン
食料提供者 188 社
食料提供先 約 145 団体
 約 1000 世帯

専門家派遣事業

優良事例 02
ファンドレイジング



フードバンクトピックス

事業概要

20 北海道フードバンクネットワーク P28

 イベントレポート：
 企業とフードバンクのパートナーシップで叶える社会課題の解決 P29

21 NPO法人埼玉フードパントリーネットワーク P30

22 一般社団法人福岡県フードバンク協議会 P32

23 新潟県フードバンク連絡協議会 P33

24 フードバンク神戸（NPO法人神戸こども食堂ネットワーク） P34

25 一般社団法人東北フードバンク連携センター P36

 イベントレポート：
 フードバンク活動促進に向けた情報交換会 P37

26 NPO法人フードバンク京都 P38

ネットワークの課題
他のフードバンク団体と情報を交換したり、協力して支援に取り組んだりしたい！

その他の課題

寄付集めのためのヒント

紹介コーナー
基礎セミナー動画

マッチングシステムの活用

チェック項目で食品管理

在庫管理を効率化したい

食品取り扱いの規定を整備し、活動基盤を強化したい

フードバンク運営マニュアルをつくりたい

事例1 NPO法人フードバンクしまねあったか元気便 P40

事例2 認定NPO法人フードバンク関西 P40

事例3 みえ〜る（三重県） P41

事例4 おかやまフードトリップ（岡山県） P41

事例5 NPO法人 フードバンク京都 P42

事例6 NPO法人フードバンク福岡 P42

テーマ：NPO法人化・認定NPO法人化 P43

テーマ：ファンドレイジング戦略 P44

テーマ：食品寄贈量の増加 P45

テーマ：企画立案と助成金獲得 P45

本事業について P48

目次

専門家派遣・優良事例

01 NPO法人 フードバンク山口 P06

02 認定ＮＰＯ法人フードバンク北九州ライフアゲイン P09

03 フードバンク泉佐野 P10

04 NPO法人フードバンク渋谷 P11

05 NPO法人フードバンク浜っ子南 P12

06 NPO法人フードバンクあしかが P13

07 認定NPO法人葵風 P14

08 NPO法人フードバンクふじのくに P15

09 NPO法人フードバンク狛江 P16

10 NPO法人らしく P17

11 一般社団法人鹿児島県フードバンクセンター P18

12 NPO法人フードバンク福岡 / 雪印メグミルク株式会社� P19

13 NPO法人セカンドハーベスト・ジャパン P20

14 認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋 P22

15 認定NPO法人 フードバンク関西 P23

16 フードバンクおいまつ P24

17 天草こども未来ネットワーク結の手 P25

18 NPO法人フードバンク奈良 P26

19 フードバンクひのくに P27

特集

ファンドレイジングの課題
持続可能な運営のために寄付を募りたい。どうお願いすればいい？　何から始めればいい？

行政連携の課題
自団体だけでは活動の限界がある……。地域全体で困窮者をサポートするために、行政と連携したい！

企業開拓・連携の課題
地元企業と連携して、もっと支援の幅を広げたい。どんな方法がある？

広報の課題
フードバンクの取り組みをもっとたくさんの人に知ってもらいたい！

団体立ち上げの課題
フードバンク活動を始めたいけれど、何をしていいか分からない。どんな準備が必要？

法人化・認定取得の課題
基盤強化のために法人化したい。
寄付者にとって税制メリットもある認定NPO法人の取得も目指したい。
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P39

P47
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ステーション方式で
県内全域をカバー
NPO法人 フードバンク山口

団体概要

所在地 山口県山口市
代表者名 理事長　今村 主税
設立年 2014年
スタッフ数 有給20名
 ボランティア100名
活動日数 週5日
https://fbyamaguchi.org/

2022 年度活動実績
取扱量 54.5 トン
食料提供者 企業 約 85 社
食料提供先 約 300 団体／施設

活動内容

食品関連企業から発生する規
格外品や過剰在庫品などの、
品質には問題ないが廃棄され
る食品、一般企業や行政など
から発生する期限が近くなっ
た災害備蓄品などの寄贈を受
け、行政や社会福祉協議会、
こども食堂や支援団体等を通
して、生活困窮者へ食料を支
援する活動をしている。

　フードバンクと呼ばれる組織（法人格の有無を問わ

ず）は、2023年現在全国に400以上存在し（株式会社マ

イファーム調べ）、地域の特色を生かした興味深い取

り組みが増え続けている。2014年に設立されたフード

バンク山口（2017年NPO法人化）もその一つだ。

　一般的には一つの都道府県に複数のフードバンクが

存在し、支援エリアが被らないようにそれぞれのフー

ドバンクが配慮しながら全域をカバーしているパター

ンが多い。山口県においてはフードバンク山口を含め

てフードバンクが２団体しか存在しないため、他県と

比べるとカバーできない空白エリアが多くなる。そこ

でフードバンク山口は県内に9カ所の“ステーション”と

呼ばれる拠点を置き、県内全域をカバーできるように

組織的な運営している。

　2017年に法人化する際、下関市を拠点として活動し

ていたが、もともと県内全域を活動範囲としていたこ

とや、主要な機関が集まる山口市に事務局を移した方

が都合が良いといったこともあり、山口市に事務局を

置くことにした。

　法人化にあたり改めて団体の活動方針を話し合う中

で、山口県の分散型の都市構造を考えたときに、県内

に10カ所くらいの拠点をつくり、各地域で地産地消型

の活動をすることが理想ということになった。県内の

フードバンクが統一的に活動をすることで、企業から

の寄贈の窓口が一つになり、他県のように複数の団体

に別々に企業がアプローチするより寄贈が進みやすい

であろうという狙いがあった。

　各ステーションでは、食品管理の方法や支援の原則

についても基本的に同じ方針をとっている。また下関

市にあるもう一つのフードバンク団体“リビング下関”

は食料支援の方針が異なり、フードバンク山口では手

が届かない要支援者に対して柔軟に支援をしている。

すなわち、フードバンク山口の弱点をフォローするよ

うな関係になっており、互いに協力しながら活動をし

ている。

　ステーションは、やまぐちステーション、みねステ

ーション、ほうふステーション、しゅうなんステーシ

ョン、いわくにステーション、はぎステーション、ひ

ステーション方式

9カ所のステーション

▲フードバンク山口の拠点

かりステーション、下関地区、宇部地区の9カ所。

　このステーション方式により、一元管理が可能とな

り、寄贈食品の奪い合いや支援エリアの重複などのト

ラブルを避けることができる。

　ステーションは社会福祉協議会や他のNPO団体、行

政、さらには民間企業が運営を担っている点も他には

ない大きな特徴である。

　各ステーションは原則として寄贈食品の“地産地消”

で運営しているが、地域によっては寄贈される食品に

偏りがあり、米が多く寄贈される地域もあれば加工食

品が多い地域もある。したがって、多少食品の種類を

平準化する必要も出てくるが、理事やスタッフなどが

何かの用務で移動する際についでに運ぶなどにより食

品を融通し合っている。

　寄贈食品は県内企業等からの寄贈の場合は最も近い

ステーションで受け入れる。県外や大量の食品が寄贈

される場合は、一旦フードバンク山口のロジ拠点（山

口市）に預けられ、そこから９つのステーションに運

ばれる。支援先となる様々な福祉施設やこども食堂・

民生委員・支援団体などが各ステーションへ食品を取

りに行き、そこからさらに要支援者へと食品が配られ

る。

　ロジ拠点への食品の配送は原則、食品提供側の企業

の負担だが、ある程度のまとまった量の食品の運送は

既存の流通システムに載せられるケースもある。従来

の少量の食品をフードバンク側の事情に合わせて宅配

便で送付するよりは、企業側の負担が少ないと考えら

れる。

　ロジ拠点は、山口県内のBtoB物流事業者である国広

倉庫運輸株式会社が荷受け、一時保管から配送までを

営業エリア内は無償で協力している。

　所有の倉庫では、フードバンク団体ではできないフ

ォークリフトによるパレット単位での荷受けや荷下ろ

し、保管が可能で、通常業務に支障のない範囲で協力

が可能になっている。

　配送は営業エリアでの通常の配送業務に合わせた形

で、余分な業務が発生しないよう事前に調整した上で

協力している。現状の配送エリアは県内の半分程度の

ステーションがカバーできている状況で、県東部や北

部は一部カバーできない地域もある。

　しかしながら、物流業界では2024年問題が注目され

人手不足も深刻になっている状況で、大量の食品の保

管と運搬を一部担っていることは、他地域での食品の

ボランタリーな流通のモデルケースとなっている。

　また、フードバンク山口のしゅうなんステーション

を運営している株式会社中特ホールディングスは、周

南市にある廃棄物の収集・運搬・処理を主な事業とす

る地元企業であり、CSR（企業の社会的責任）やSDGs

にも熱心に取り組んでいる。

　ひかりステーションも同様に廃棄物処理業を営む熊

谷興業株式会社が運営をしている。両社ともフードバ

ンク山口と連携協定を締結した上で、各地域拠点のス

テーション業務を会社の業務として担っている。

　ステーション業務は、主に寄贈食品の受け入れ・チ

ェック・記録・保管・配布会の開催・ボランティアの

マネジメント・フードバンクポストの管理・地域への

広報などである。フードバンク山口の活動に対して企

業からの視点でアドバイスするなど協力的な関係を築

いている。

フードバンク山口の物流

▲フードバンク山口の物流 ▲多様なスタッフが関わっている

▲フードドライブの開催も積極的

専門家派遣事業

優良事例 01
特集
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▲山口県内約150カ所に設置されている

　同団体は山口県内に 150 カ所以上のフードバンクポ

ストを設置している。この設置数は全国のフードバン

クの中でもトップクラスである。また各所に設置して

いるフードパンクポストは東ソー・エスジーエム株式

会社の協力で無償提供されていて、この点も素晴らし

い企業連携である。

2022 年の寄贈量のうちフードバンクポストからの割合

は４割を占めている。フードバンクポストに投函され

た食品は、主にボランティアが週に 1 回程度ポストを

確認、回収し、各地域のステーションに持ち込んでい

る。回収された食品はトレーサビリティを確保するた

め、食品毎に番号をふり、食品名や賞味期限、重量等

を記録し、各ステーションの陳列棚に並べられる。支

援先として登録している団体スタッフ等は配布会の際

に各ステーションを訪れ、必要な食品を選んで持ち帰

り支援の必要な家庭や個人に渡している。

　理事長の今村主税氏は、山口県立大学の准教授であ

る点も他のフードバンクにはない特徴だ。今村氏の専

門は環境科学で “環境負荷の少ない循環型社会の形成”

という専門ノウハウも取り込みながら、食品ロス削減

と生活困窮世帯の食糧支援に取り組んでいる。

　また、理事には、福祉分野に関係の深い山口県こど

も食堂支援センターの統括コーディネーターがおり、

山口県内のこども食堂のネットワークとも密接に連携

がとれていることも特徴の一つである。

　フードバンク山口の役員やスタッフの人的つながり

やフードバンクの環境・福祉・まちづくりなどの多様

な側面でのつながりが、結果として多様な組織を巻き

込みフードバンク山口の特徴ある組織体制を形成して

いる。

フードバンク山口の物流

▲商業施設など様々な場所に設置されている

フードバンクポストを
県内 150 カ所に設置

多様な組織を巻き込み
組織体制を形成
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　物価高騰の影響で増加する支
援世帯数に対応する運営資金を

確保すべく、有給スタッフを軸

とした運営にシフトチェンジし

たい。

　これまで一定の寄付額はあっ

たが、企業からの寄付を促す取

り組みはほとんどなかった。フ

ードバンク山梨の特別法人会員

制度を参考にして、的確な広報

により活動を周知し、賛同企業

から資金寄付を促す流れをつく

りたい。

団体が直面していた課題

　12月時点で法人会員は8社、計
82万円の寄付を獲得。訪問企業か

らは前向きな返事も多く、会員数

の増加が期待される。

 実践しながら振り返る機会をつ
くり、全員で取り組む姿勢と、月

次の成果を検証する意識が生まれ

た。企業アプローチを実施したこ

とで、やればできるという自信が

生まれた。

どんな変化が起きた？

　寄付集めは良い活動→広報→

寄付の循環が肝。今回は、すで

にフードバンク活動が充実して

いたため、新たに雇用した広報

担当者に寄付者目線を意識して

もらいながら、活動と連動する

形でニュースリリースなどの広

報を助言。

　特別法人会員制度を新設。北九
州SDGs登録事業者・地元の有力

企業・既存の連携企業など計200

社超へ会員制度の案内を送付。

寄付依頼のチラシ・理事長から

の手紙・封筒の作成にあたり、

フードバンク山梨の資料を共有

し、寄付者に関心を持ってもら

うためのポイントを伝えた。郵

送後は電話を入れ理事長自ら企

業を訪問した。

派遣された専門家
米山 けい子 氏
認定NPO法人フードバンク山梨

専門家から見たポイント

専門家派遣事業

優良事例 02
ファンドレイジング

活動内容

生まれてきた誰もが尊厳をもっ
て生活を営める地域社会の構築
を目的に子ども食堂や福祉施設
への食品配布、要支援世帯への
食料支援や相談対応、子ども食
堂、無料学習塾、居場所等を運
営。

専門家派遣実績

9回 12時間

団体概要

所在地 福岡県北九州市
代表者名 理事長　原田昌樹
設立年 2013年
スタッフ数 11名
ボランティア 100名
活動日数 週6日
https://fbkitaq.net/

2022 年度活動実績

取扱量 130 トン
食料提供者 188 社
食料提供先 約 145 団体
 約 1000 世帯

活動と広報と寄付の循環へ
特別法人会員制度を開始
認定NPO法人フードバンク北九州ライフアゲイン

▲食品積み込み作業の様子

団体担当者より
　今回、企業アプローチの具体的な

ノウハウを教えていただき実践しま

した。フードバンク全体の底上げを

願っておられる米山氏の惜しみない

ノウハウの提供に、強く感銘を受け

ました。当団体も、はや10年。米山

氏に倣って、フードバンクの底上げ

に貢献していきたいです。

理事長
原田 昌樹さん

ボランティアから有給ス
タッフを軸に

企業からの寄付を強化したい

活動・広報・寄付の好循
環をつくる

寄付者目線を徹底

法人会員は8社へ

月次の成果を検証
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専門家派遣事業

優良事例 03
ファンドレイジング 寄付集めは仲間づくり

訴求力を磨き支援者獲得へ

　泉佐野市の委託でフードバン
ク活動を行っているので、収入

は安定。しかし、委託であるた

め現在は泉佐野市以外へ支援地

域を拡大できない。そのため、

将来的に支援域拡大できるよう

寄 付 金 収 入 を 獲 得 し て い き た

い。

 広報スケジュールを立て新聞に

掲載してもらうなど精力的に広

報を行っているが、法人寄付や

マンスリー・サポーターの獲得

につながらない。

団体が直面していた課題

　マンスリーサポーターが新た
に9名増えて30名に。そのうち、

訪問営業した企業の担当者との関

係を丁寧に紡ぎ、個人寄付につな

がった例があった。事前にケース

スタディとして、企業としての寄

付が難しい場合には、社長や社員

個人の寄付など提案の幅があると

学んでいた。実際に成果につなが

り大きな自信となった。

どんな変化が起きた？

フードバンク泉佐野（NPO法人キリンこども応援団）

　ファンドレイジングの基礎知

識は習得済みだったので、実践

にいかせる知識や助言を提供し

た。その過程で、寄付集めは“お

金をください”ではなく、“より良

い未来をつくる仲間づくりであ

る”というパラダイムシフトが起

こった。また、法人寄付と個人

寄付では異なる訴求メッセージ

が必要だと認識された。

　寄付集めを代表1人で担うこと

には限界がある。そこで、寄付

集めを事業や人材育成と分けて

捉えず、日々の活動と行き来さ

せる取り組みを提案。開所式に

は寄付者を招いて関係性を深め

ることができた。

派遣された専門家
御手洗 薫 氏
株式会社岡澤商店

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

6回 8時間

団体概要

所在地 大阪府泉佐野市
代表者名 代表理事
 水取博隆
設立年 2022年
スタッフ数 2 名
活動日数 週5日
https://foodbank.izumisano.
kirin-npo.com

2022 年度活動実績

取扱量 18 トン
食料提供者 21 社
食料提供先 約 41 団体
 約 200 世帯

活動内容

子ども食堂やフリースクールな
どを展開するNPO法人キリンこ
ども応援団が運営。生活困窮者
や子育て世帯等へ継続的、安定
的な支援を行うことと食品ロス
によるゴミ排出量を削減するた
め、フードバンク活動を実施。

▲活動拠点の様子

団体担当者より
　すでに食料や寄付金でサポート

をいただいている皆様の巻き込み方

や、新規サポーターの獲得方法をア

ドバイスいただきました。

また、長期的な取り組み方について

も、情報とともに具体的な実践方法

を教えていただきました。伴走支援

のおかげで、一歩も二歩も進むこと

ができました。

代表理事
水取博隆さん

10

行政委託以外の財源確保

活動周知が寄付獲得につ
ながらない

寄付集めは関係構築から
はじまる仲間づくり

寄付集めは1人ではできない

9名のサポーターを獲得
 これまでの活動から潜在的な支

援者がいることは分かっている

が、実際の寄付まで結びつける

ための戦略や体制が弱く、企業

・個人へのアプローチ方法を考

える必要があった。

　自治体が運営主体となる寄付

集め“ガバメントクラウドファ

ンディング”への参画のため、

目標金額達成へ向けて寄付への

動線をどう作るか考える必要が

あった。

団体が直面していた課題

　
　初めてチームとして戦略を練

り、ガバメントクラウドファンデ

ィングにも挑戦できた。

　支援者の思考を想像し情報発信

できるように。また、企業と接点

を持つ際に業種や業態を考慮しど

んな連携の仕方があるか考えるな

ど、日頃からファンドレイジング

の意識を持てるようになった。

どんな変化が起きた？

　プロジェクトの実施から逆算

しながらタスクと到達点を決め

て、役割分担を行った。Google

カレンダーでスタッフのタスク

を共有し、具体的なスケジュー

ルを決定。成果への期間を設定

した。

　団体のクラウドファンディン
グチームを立ち上げ、ユーザー動

線を考えて精緻化していく作業に

ついて助言した。企業に対しては

アタックリストと寄付を依頼する

レターづくり、個人に対してはタ

ーゲット層を分けてアプローチ方

法を考えた。

　また、より効率よく有効に寄

付集めを行うために、オンライ

ンとオフラインをどう使い分け

るかについても検討。

派遣された専門家
久保 匠 氏
ソーシャルセクター
パートナー・すくらむ

専門家から見たポイント

寄付集めチームを組成
支援者視点で寄付戦略を
特定非営利活動法人フードバンク渋谷

▲食品箱詰め作業

団体担当者より
　昨年に引き続き専門家を派遣して

いただき、発信力が大きく向上しま

した。渋谷区と連携したガバメント

クラウドファンディングに向けたア

ドバイスは、実践的で大変参考にな

りました。また、いくつかの寄付金

公募に挑戦し、採択まで至ったこと

も大きな成果です。

事務局長
久保田 寿江さん

支援者へのアプローチ方法

自治体主体の寄付集めに
挑戦

リソースを考慮したスケ
ジュール整理

寄付戦略を考える

ファンドレイジングチー
ムの組成

支援者視点で価値を言語化

専門家派遣実績

12回 12時間

団体概要

所在地 東京都渋谷区
代表者名 理事長
 久保田 文吾
設立年 2016年
スタッフ数 3名
ボランティア 約20名
活動日数 週4日
https://foodbank-shibuya.org

2022 年度活動実績

取扱量 6 トン
食料提供者 約 30 社
食料提供 約 4 団体
 約 700 世帯

活動内容

地域で食品を集めて支援を必要
としている人々に提供。食品以
外を必要としている場合は他の
関係機関につなぐなど、地域の
人々がお互いに助け合うための
プラットフォームの役割を目指
している。

専門家派遣事業

優良事例 04
ファンドレイジング
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ファンドレイジング強化で
支援先開拓と孤独感解消

　昨年度も専門家派遣を利用。
その際は団体運営全般に対して

のサポートがあり、課題が明確

になった。今年度はその課題解

決に向け別の専門家を希望。

　固定費捻出のため財源を安定

させたい。そのためには期間限

定の助成金に頼るより、寄付比

率を高めたい。

　ファンドレイズの理解が漠然

で苦手意識もあり、具体的な行

動に移せなかった。

団体が直面していた課題

　企業へアプローチした結果、
食品寄贈と寄付を新規獲得。

また、訪問先の社員が継続寄付サ

ポーターに。

　理解が深まると“寄付集めは仲

間集め”だと気づく。これは今い

る仲間をもっと大切にする姿勢に

もつながり、スタッフが感じてい

た団体内での孤独感を和らげるこ

ととなった。

どんな変化が起きた？

NPO法人フードバンク浜っ子南

　“得体の知れぬファンドレイズ

に取り組む”という不安が見えた

ため、実践に落とし込めるよう

理解したい内容を明確化。ファ

ンドレイズの全体像・法人寄付

・個人寄付の3つに絞った。

　また、団体全体の底上げを目

指し、スタッフ3名を同時にサポ

ート。

　ある職員は理解が進むと、フ
ァンドレイズにはこれまでの人

生経験を生かせると気づいた。

前職の企画営業の経験が活用で

き、商品を寄付に変えただけと

認識したことで、行動への大き

な一歩に。

　 職 員 間 で 共 通 認 識 が 醸 成 さ

れ、コミュニケーションが活性

化した。

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

6回 8時間

団体概要

所在地 神奈川県横浜市
代表者名 代表理事
 下山 洋子
設立年 2020年
スタッフ数 0名
ボランティア 40名
活動日数 月15日程度
https://www.fbh-minami.org

2022 年度活動実績

取扱量 17.5 トン
食料提供者 19 社
食料提供先 約 23 団体
 約 180 世帯

活動内容

横浜市内で毎月5カ所各1回、ひ
とり親家庭に食品提供支援（フ
ードパントリー）を行う。
また、子ども食堂・地域食堂・
学習支援団体・児童福祉施設等
にフードデリバリー並びにフー
ドドライブも。

▲フードパントリーの様子

団体担当者より
　BtoBにおける仲間づくりでも、関係

性を繰り返し温めていかなければなら

ないことを学びました。チャリティイ

ベントを初めて企画し、おかげさまで

新たな方々からご協力いただきながら

実現でき感謝しています。

　これからもチームメンバーと一緒に

前進したいと思います。

代表理事
下山 洋子さん

専門家派遣事業

優良事例 05
ファンドレイジング
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派遣された専門家
御手洗 薫 氏
株式会社岡澤商店

課題解決へステップアップ

寄付比率を高めたい

ファンドレイズへの苦手意識

正しい理解で不安を拭う

理解によるパラダイムシフト

チームワークの強化

食品寄贈企業と個人サポ
ーターを獲得

仲間への意識

 行政連携を昨年から行い一定の

成果はでているものの、さらに

強化したいと考えている。フー

ドバンク活動が生活困窮者の早

期発見にも有益であるなど、行

政施策との相乗効果を生むこと

を伝えながら進めたい。

　生活困窮者を早期発見するた

めには、学校との連携も必須。

行政・学校と連携して食糧支援

を行うことが、行政のベネフィ

ットにもなると考えている。

団体が直面していた課題

　意見交換会後に社会福祉課の
担当者から「事業化できるかもし

れないので相談したい」と話があ

った。足利市には、学習支援して

いる子どもたちへの食品支援を切

り口に生活相談につなげる計画が

あり、その事業への参画で現在調

整中。学校連携も現実的になって

いる。

どんな変化が起きた？

　同団体の活動は食料配布はも

ちろん、商業施設等と協力した

フードドライブや、民生委員と

の連携等、堅実な活動を続けて

取扱量も増加。足利市からの信

頼も厚い。

　食品を団体から市へ、市から
困窮者へ渡すというシステムは

できあがっているものの、生活

困窮者の早期発見にまではつな

がっていない。

　足利市との意見交換会にて、

フードバンク岩手と盛岡市の連

携例を取り上げ、連携時の進め

方やそれぞれの注意点などを紹

介。連携を実現する上での不安

点を共に確認し合い、生活困窮

者の早期発見に繋がる連携方法

を提案した。

派遣された専門家
阿部 知幸 氏
認定NPO法人
フードバンク岩手

専門家から見たポイント

▲配布会の様子

団体担当者より
　私たちはありがたいことに行政と

も良い関係で連携できています。専門

家派遣事業では、フードバンク岩手の

重層的な取り組みを行政はじめ関係団

体と共有できました。今後どのような

方向で連携していけるかを一緒に考え

る機会をいただきました。それぞれが

無理なく関われる仕組みを模索してい

きたいと思います。

理事長
髙沢 友佳里さん

行政連携の強化

将来的には学校連携も

堅実な活動内容

行政連携の実施例を共有

学校連携を含む市の計画

成功事例を担当者と共有し
行政連携に向けて前進
フードバンクあしかが

足利市との意見交換会の様子

活動内容

「食品ロス削減」と「食べ物を
必要とするところへお届けす
る」活動とを柱として、主に足
利市内の食品ロスを受け入れ、
足利市と連携しながら食に困る
方々や学童保育施設、社会福祉
団体などへ無償配布する。

専門家派遣実績

1回 4.5時間

団体概要

所在地 栃木県足利市
代表者名 理事長
 髙沢 友佳里
設立年 2020年
スタッフ数 0名
ボランティア 8名
活動日数 週5日
https://foodbank-ashikaga.ameb
aownd.com/

2022 年度活動実績

取扱量 5.29 トン
食料提供者 88 社
食料提供 5 団体
 257 世帯＋α

専門家派遣事業

優良事例 06
行政連携
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行政や企業との連携に向けて
地域連携の検討会を実施

　障がい者やその保護者を支え
る放課後デイサービス等を主軸

に活動しており、福祉関係者か

らの信頼は厚かった。一方で、

フードバンクの活動歴は浅く、

他の地域内プレーヤーと連携し

て活動を発展させていく方向性

や、自団体が行う意義は見えて

いなかった。

　フードバンク活動は他事業の

収益を切り崩しながら、代表と

ボランティアで担っている状態

だった。

人員体制と資金面からの
基盤強化

地域内連携と自団体の活動
意義

団体が直面していた課題

　市と葵風の連名でOKフードド
ライブを新たに展開予定。昨年

度の専門家派遣で、衛生管理や

受領証等の仕組みを整備したた

め、団体の信頼度向上や、行政

との連携が進んでいた。それら

を追い風に、スーパー等の企業

と食品寄贈に向けて交渉開始。

食品配布時にも連携し、葵風の

支援先である社会的養護者等へ

の食支援も開始する。

どんな変化が起きた？

認定NPO法人葵風

　岡崎市では市と社協が連携し、

2021年から“OKフードドライブ”と

打ち出し、生活困窮世帯を広く対

象に、食品や生活用品を配布す

るアウトリーチ活動を実施して

いる。そのような地域に根付い

ている仕組みを活かし、フード

バンク活動を発展させていくこ

とが大切だと伝えた。

　農林水産省のフードバンクス
タートアップ支援事業の補助金

を活用し、市や社協・地域包括

支援センター・食品企業等を招

き、地域連携検討会の実施を提

案。補助金の提案書作成や、採

択後は検討会の企画と運営を支

援し、計4回の検討会を実施。

行政・社協・企業との連携

既存のフードドライブ活
動を生かす

市や社協、企業を集め検
討会を実施

派遣された専門家
鈴木和樹
NPO法人フードバンク
ふじのくに

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

6回 12時間

団体概要

所在地 愛知県岡崎市
代表者名 理事長
 月東 佳寿美
設立年 2015年
スタッフ数 12名
ボランティア 8名
活動日数 週1日
https://aoinokaze.or.jp

2022 年度活動実績

食料提供者 25 社
食料提供先 約 4 団体
 約 200 世帯

活動内容

問題行動のある子どもたちやそ
の家族への支援の必要性から、
放課後等デイサービス・緊急支
援・相談支援のほか、子ども食
堂やフードパントリーの事業を
行い、学校職員や児童相談所職
員の依頼により、連携して直接
支援を実施。

▲放課後デイサービスの様子

団体担当者より
　いままでバラバラだった食支援、

フードバンク事業でしたが、行政が

それぞれ行っていた方法を把握し、

問題点やそれぞれの悩みなども多方

面の支援者が理解でき、解決方法を

一緒に考えるとても良い機会になり

ました。また、ルールやさまざまな

事例などを知ることができました。

理事長
月東 佳寿美さん

専門家派遣事業

優良事例 07
行政連携
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　生活保護・自立相談窓口・貸
付制度等、生活に困窮した状況

を解決するための制度間で、情

報連携がされていなかったり、

サービスの存在が知られていな

かったりすることで、活用しき

れていない生活困窮者が多い。 

　規格外品や災害備蓄品等が定

期的に発生する。これらを必要

な人に届けるため食品寄贈と配

布のネットワークの広域化を目

指している。

　コンソーシアム方式を採る中核

団体である同団体だからこそ、予

算・食品が集まりやすい。その上

で、NPO団体・ボランティア協

会・生活協同組合等が窓口とな

って、生活の助けとなる情報や

食料が必要な人に届けられる体

制がとられている。

　県内全域において連携が図れ
ているため、食品配布の機会が

見守りの役割を果たしたり、生

活上必要な人に食料が届けられ

たりしている。加えて就労支援

団体の協力によりワークシェア

を行い、“集める・仕分ける・配

布する”のサイクルの中で必要な

役割を担い合える仕組みになっ

ている。

中間支援組織としての
“みんなのフードバンク”
特定非営利活動法人フードバンクふじのくに

▲官民各団体から構成される組織体制

　生活困窮者自立支援法によっ

て、食品配布を担っている社会福

祉協議会がフードバンクの送料を

負担している。赤い羽根募金によ

るサポートもあり、配送料の負担

ゼロが実現している。

　例えば社会福祉協議会は、設立

時より検討委員会に参加いただ

き、積極的に食品集めに協力して

もらっている。

定期開催する独自の情報交換会で

も、ボランティア受け入れの仲介

役を担ってもらっている。

　常温品だけに特化して取り扱

い、冷凍・冷蔵品はより適切に管

理できるこども食堂に限って提供

している。

地域や団体の課題 担当者に聞いてみた団体のここがポイント！

団体概要

所在地 静岡県静岡市
代表者名 理事長
 日詰 一幸
設立年 2014年
スタッフ数 7名
ボランティア 10名
活動日数 週5日
https://fb-fujinokuni.org/

2022 年度活動実績

取扱量 100 トン
食料提供者 188 社
食料提供先 4414 件

活動内容

静岡県内の各団体との連携の中
で、個人や企業から食料を預か
るプラットホームとしての役割
を担う。近年では、子ども食堂
に代表される子どもの貧困問題
への対応を通じて、食のセーフ
ティネットの輪を広げている。

専門家派遣事業
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セーフティーネットの機
能不全

構造的に発生する食品ロス

県内全域を視野に入れた
支援体制

困窮者支援窓口と社会福祉
協議会の連携

フードバンクふじのくに
事務局次長

鈴木 和樹さん

Q.広域サポートの際に負担になり

がちな配送料は？

Q.行政との連携ポイントは？ 

Q.こども食堂等と連携するにあた

って注意していることは？ 



市役所内に食料倉庫を設置
密な連携で効率アップ

　フードバンク狛江は東京都狛

江市内のみを活動範囲としてい

る。狛江市役所には生活困窮に

関する窓口“こまYELL”があり、

団体とも連携しながら食料配布

を実施。食料が必要な際には、

市役所から離れた団体の倉庫へ

都度職員が取りにいっており、

支援件数の増加や緊急時の対応

などに課題があった。

　またフードバンク狛江にとっ

ては、自団体の倉庫だけでは手

狭であり、食品取扱量を増やす

ためにもより広い倉庫が必要だ

った。

倉庫の課題 狛江市役所内に食料倉庫
を設置

地域や団体の課題

　支援窓口との連携が密にできる

ことが大きい。また、市との連携

をウェブサイトで発信したことに

より、企業からの問い合わせや講

演依頼が増え、信用性の担保やフ

ードバンクの認知度向上にもつな

がっている。

市役所内の倉庫とともに、市役所

の機材置き場となっていた消防団

の空き器具庫も借りることがで

き、食品の取扱量が格段に増加し

た。

　市役所内に倉庫があることで信

用性の担保はある。それを背景

に市内の福祉団体や食品寄贈者

と連携し、食の分かち合いを進

めていきたい。そして、どんな

支援が必要かを地域で一緒に考

え、地域密着のフードバンクを

目指したい。

担当者に聞いてみた

NPO法人フードバンク狛江

　フードバンク狛江は2014年の立

ち上げ時より、こまYELLと密な

連携を図りながら食料配布を行

なっていた。

倉庫の課題を抱えていたところ、

市役所内で喫煙所が閉鎖され使わ

れていなかった物置部屋を食料倉

庫と支援食品セットの作業所とし

て活用できることに。

これにより、フードバンク狛江

は自団体の倉庫に加えより多く

の食料を取り扱えるようになっ

た。

　また、こまYELLとしても都度

離れた倉庫へ食料を取りに行く必

要がなくなったため人員や時間の

負担が減っただけでなく、緊急時

にすぐに食料を取り出せるように

なった。このように互いに利便性

が向上し、不足する人員や設備を

連携によって補っている。

団体のここがポイント！

団体概要

所在地 東京都狛江市
代表者名 理事長
 田中 妙子
設立年 2015年
スタッフ数 有給1名
ボランティア 約22名
活動日数 週2日
https://fb-komae.org/

2022 年度活動実績

取扱量 約 22 トン
食料提供者 のべ 75 社
 のべ個人 430 人
食料提供先 のべ 2140 世帯
 のべ 4800 人
 162 件（子ども食堂等）

 
活動内容

地域密着のフードバンクシステ
ムを構築する。また、食の分か
ち合いを食品ロスの削減や生活
困窮者の問題等として提起し、
地域に発信することを通して共
に支え合う心豊かな地域社会を
創ることを目指している。

NPO法人フードバンク狛江
理事長　田中 妙子さん

▲子育て応援お渡し会

Q.市役所の中に倉庫があることで

の波及効果は？

Q.今後の展望について

専門家派遣事業
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　宮崎県内において、フードバ

ンク・フードパントリー・子ど

も食堂など、食品寄贈を受け配

布する団体や取り組みのすみ分

けができていない。食品提供企

業が寄贈先選びに迷う状況。

　食品をまとめて集め、必要な

団体や施設に適切に配分するフ

ードバンクという役割について、

企業・行政・市民などに知って

もらい、食品寄贈量の増加につ

なげる必要がある。

食支援を行う団体の重複

認知度の低いフードバンク

団体が直面していた課題

　シンポジウム当日にフードドラ
イブを具現化したいと食品企業から

相談を受け、その後集められた食品

が当フードバンクに提供された。

　ウェブサイトやメディアなどで

発信を続け、活動を見える化し共

感者を増やすこと、そして寄付の

仕組みと運営体制を整備し、運営

資金を確保する必要性を感じた。

どんな変化が起きた？

　フードバンクの認知度向上を

目指し、宮崎県都城市において

“今、何故フードバンクが必要

か！！”というテーマでシンポ

ジウムを開催することに。私は

専門家派遣の仕組みを活用し、

講師として登壇した。当日は、

行政・社協・ス－パ－・フ－ド

バンク団体など約50名の参加が

あり、フードバンクが地域で担

う役割や今後築きたい関係性な

どを共有できた。

　参加者アンケートでは、参加
者全員から満足の評価があった。

また、フードバンク活動は地域

だけでなく九州全体で考える必

要性があることを確認すること

ができた。

フードドライブ設置へ

発信を継続し運営資金を確保

シンポジウムを開催し認
知度アップへ

地域全体で協力する必要性

派遣された専門家
岩崎 幹明 氏
特定非営利活動法人
フ－ドバンク福岡

専門家から見たポイント

甲斐 圭子さん

シンポ開催で認知度向上へ
フードドライブ始動も
特定非営利活動法人らしく

▲活動拠点の様子

団体担当者より
　岩崎さんの協力で、社協や企業・

支援団体などと一緒に考える機会を

設けることができました。シンポジ

ウム開催後、地元企業がフードドラ

イブを実施するなどの動きもあり、

開催して良かったです。疑問にも的

確にお答えいただき、課題解決の

ために何ができるか、今後も一緒

に考えて行ければと思います。 

活動内容

すべての子どもたちが夢や希望
を持てる社会の実現に寄与する
ことを目的として活動。食料は
企業中心に受け入れ。提供され
た食品は個別配布（ひとり親家
庭）や各支援団体に配布してい
る。

専門家派遣実績

1回 6時間

団体概要

所在地 宮崎県都城市
代表者名 理事長 
 甲斐 圭子
設立年 2021年
スタッフ数 有給3 名
ボランティア 6名
活動日数 週3日
https://foodbank-miyakonojo.org

2022 年度活動実績

取扱量 5 トン
食料提供者 4 社
食料提供先 約 11 団体
 約 300 世帯

専門家派遣事業
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寄贈受け入れ増加に向け
企業対応強化とルール整備

　食品寄贈約40トンのうち、約

半分は他フードバンク団体から

の寄贈。県内企業からの、日持

ちする食品の定期的な寄贈を増

加させたい。何から取り組むべ

きか助言が欲しい。

　県内からの寄贈食品の半分以

上が農作物。季節性があり足も

早いうえ、受け入れと配布に相

当の工数を割いていた。そのた

め、食品寄贈を増やすための企

業開拓に時間が取れていなかっ

た。

団体が直面していた課題

　取り組むことが明確になった
ことで積極性が増し、企業開拓に

向けた準備が着実に進んだ。

 農作物の受け入れルールを整備
した結果、事務局の負担が軽減

し、企業開拓や団体運営に時間が

さけるように。今後は積極的にボ

ランティアを受け入れるべく、ウ

ェブサイトの募集ページを新たに

作成。

どんな変化が起きた？

一般社団法人鹿児島県フードバンクセンター

　 オ ー ソ ド ッ ク ス な 方 法 と し

て 、 ア プ ロ ー チ す る 企 業 リ ス

ト・郵送資料・訪問時の営業資

料の作成に取り組んだ。質の高

い営業リストが作成できるツー

ルの紹介や、郵送資料や営業資

料に企業目線から盛り込むべき

内容への助言など、実践的な伴

走支援を実施した。また、企業

向けページに載せる情報を精査

した。

　受け入れと配布の負担を軽減
するためのルール整備と、仕組

み化を行った。特に引き取りに

時 間 が か か っ て い た た め 、 原

則、寄贈者に届けてもらい、引

き取りに行く場合はボランティ

アが対応できるような仕組みを

構築した。

派遣された専門家
米山 廣明 氏
一般社団法人
全国フードバンク推進協議会

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

5回 7時間

団体概要

所在地 鹿児島県鹿児島市
代表者名 理事長
 村上 光信
設立年 2021年
スタッフ数 2名
ボランティア 20名
活動日数 週6日
https://kagoshima-fbc.gicz.tokyo/

2022 年度活動実績

取扱量 40 トン
食料提供者 5 社
食料提供先 約 20 団体
 約 20 世帯

活動内容

広く一般県民に対して、食品ロス
に関する事業等を行い、福祉の向
上、子どもの健全育成と国民の豊
かな生活の実現に寄与することを
目的とするとともに、その目的に
資するための事業を行う。

▲改良した団体HP

団体担当者より
　フードバンク活動において団体

HPが大切と教えていただき改良を行

いました。不要な内容を削除し必要

な内容を追加したことで、HPからの

問い合わせも増えてきました。ま

た、営業資料の作成やツールの整備

を行い営業準備が整いました。ここ

までの成果を得る事が出来てスタッ

フ一同大変喜んでおります。

事務局長
地頭 忠輝さん

県内企業からの食品寄贈
が不足

農作物の寄贈受入の運営
負担

企業訪問に向けた準備

農作物の寄贈受け入れの
ルール整備

企業開拓に向け積極的に

本来やるべきことに従事

専門家派遣事業
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品質管理基準の作成や
事前確認でスムーズな連携を
NPO法人フードバンク福岡 / 雪印メグミルク株式会社

▲保冷剤等で配送時の品質担保を確認

　雪印メグミルク㈱九州統括支

店ではこれまでフードバンクへ

の提供実績がなく、フードバンク

福岡との連携にあたりさまざま

な課題があった。

　品質管理部門では、団体の衛

生管理や転売のリスク管理の課

題があがった。また、物流部門

では企業側からドライバーを出

せないことや、冷蔵・冷凍品の

輸送ができるかどうかなどの不

安要素も。

　さらに、フードバンクの取り

組みを主導する部署がなく、社

内外広報が不十分なことも課題

のひとつになっていた。

食品提供を始めることへ
の課題

管理基準の擦り合わせ

提供する施設に条件を

（雪印メグミルク）

　実際に現場で配送のシミュレ

ーションを行った。その結果、

従来の配送方法を変えることな

く、保冷バックと保冷剤を使用

することで品質が担保されるこ

とを確認した。

　現在は物流の過程で破損して

しまった食品を寄贈するため、

品質管理の方法などについて話

し合いを進めている。

（フードバンク福岡）

　雪印メグミルクから提供され

る食品は乳製品が主なので、提

供先の施設に冷蔵庫・冷凍庫が

あるか、また、食品を実際に利

用するのはいつかなどを確認し

た上で提供している。

　また、フードバンク団体との

連携実績がないことをふまえ、

企業側の不安をできるだけ払拭

できるよう、衛生管理について

入念な意見交換を行った。

地域や団体の課題 団体のここがポイント！

　事前に視察を行い管理基準を

擦り合わせました。視察では①

商品保管②5S・防虫③トレーサ

ビリティ④食品防御⑤その他、

の観点を元に倉庫や事務所の確

認を実施。確認する項目を予め

決定し基準を設けることで、企

業側も団体の確認をしやすく、

団体も企業側の要望に沿った環

境を整えることができます。

（雪印メグミルク株式会社 九州

統括支店 業務課 仁和浄智さん）

食品入荷（出荷）時と食品保管

時のチェック表を作成し、食品

の品質管理を行っています。そ

うすることで、様々な企業様か

らの寄付があっても、煩雑な管

理を行うことなく品質を保つこ

とができてます。

NPO法人フードバンク福岡
事務局長

岩崎 幹明さん

Q.団体との管理基準の擦り合わせ
はどのように行いましたか？

Q.どのようにして様々な企業からの
寄付の品質基準を保っていますか？

担当者に聞いてみた

団体概要

所在地 福岡県福岡市
代表者名 理事長 篠田 陽二
設立年 2016年
スタッフ数 有給10名
ボランティア 10名 
活動日数 週3日
https://fbfukuoka.net/

2021 年度活動実績
取扱量 265.1 トン
食料提供者 企業 239 社
食料提供先 235 団体

活動内容

福岡県内のひとり親・行政・福
祉施設などに食品提供を行って
いる。企業と連携する際は、合
意書に基づく適正な食品管理を
行うことで不安を取り除き、連
携企業を増やしている。
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企業との提携で
寄贈品管理や輸送の充実を
認定NPO法人 セカンドハーベスト・ジャパン
　インタビュー　話し手：ロジスティクス担当マネージャー　吉村 雅志

団体概要

所在地 東京都台東区
代表者名 CEO　横手 仁美
設立年 2002年
スタッフ数 有給21人
活動日数 週6日
https://2hj.org/

2022 年度活動実績
取扱量 1647.1 トン
食品提供者 2473 企業・団体

活動内容

２HJは、日本初のフードバンク
として、まだ充分に食べられる
にもかかわらず、様々な理由で
活用されない食品を引き取り、
必要とする個人や団体に無償で提
供する活動を行っている。年間
1600トンを超える食品を調達し、
それらを直営のフードパントリ―
（個人向け食支援の拠点）である
marugohanや400を超える各種福
祉施設や提携フードパントリーに
提供している。

　セカンドハーベスト・ジャパン（以下2HJ）では、

様々な企業と連携し寄贈品の管理や輸送を行っていま

す。

　神奈川県横浜市に本社を置き、総合物流企業とし

て、国内外にて高度な物流サービスを提供している鈴

江コーポレーション株式会社様（以下鈴江様）は、

2HJの活動に感銘を受けてくださり何かできることは

ないかとお声がけいただきました。当時2HJが抱えて

いた課題として相談したのが、①食品企業から大量の

寄贈品の提案をいただいた際に倉庫スペースが足りず

全量受け取れない時がある②倉庫ロジスティクス面に

おけるリソース（人、車両、ドライバーなど）が足り

ないという2つの課題です。

　その課題に対し、鈴江様の自社倉庫約50パレット分

のスペースを必要に応じて提供いただいています。ま

た、鈴江様で実際に倉庫作業に従事している専門家の

方に毎週2HJ倉庫にて、人的支援としてさまざまなサ

ポートをいただいています。

　特に人的支援で来ていただいている方には、今まで

我流で行っていた2HJ埼玉拠点でのロジスティクス面

における安全衛生管理や在庫の配置、フォークリフト

の安全な操作技術など様々な内容を教えていただいて

います。専門家の技術を実地に学ぶことができ、倉庫

内の効率性や安全性、衛生管理方法などが格段に改善

しました。例えば、倉庫を効率的に利用するために、

パレットの積み方を見直しするのですが、荷物の形状

や重さによってどのように積んだら良いのか迷う時が

あります。積み方に迷った時に専門家の方に相談し、

最適な積み方で効率的に倉庫を利用することができる

ようになりました。また、以前は重い荷物を軽い荷物

の上に積んで形が崩れてしまうような積み方をしてい

ましたが、今は崩れるような積み方をすることはなく

安全性も改善しました。フォークリフトの操作も、素

人判断で経験を積むよりも専門家の操作から学んだ方

が格段に早く上達することができます。

　倉庫スペースもご提供頂いているため、今まで断っ

ていたような大量の寄贈提案も受け入れられるように

なりました。寄贈主側とのやりとりも大きな単位を一

回で済ますことができるため、寄贈しやすい環境を作

り出すことができています。

　倉庫の貸し出し、人的支援以外にも、必要に応じて

鈴江コーポレーション株式会社
との事例

▲大量の寄贈提案も受け入れられるように

自社の10tトラックを利用し、鈴江様の物流センターか

ら２HJ埼玉拠点への輸送も行っていただいています。

これは2HJの持つ4トントラックでの引き取りが難しい

場合、相談し対応いただいています。

　富山県高岡市に本社を置き全国で物流ビジネスを展

開するトナミ運輸株式会社様（以下トナミ運輸様）と

は、まずは両者にて、トナミ運輸様の地元である高岡

市における取り組みを模索することから協働を始めま

した。高岡市社会福祉協議会、高岡市役所の協力を得

て、市内でひとり親支援を実施する高岡市母子寡婦福

祉会の会員のうち、生活に困窮する未成年の子を持つ

60世帯への食品支援を実施しました。

　トナミ運輸様には、２ＨＪ埼玉拠点からパントリー

の会場となる高岡市社会福祉協議会施設までの食品輸

送をご支援いただきました。輸送という本業を生かし

た支援である点と、トナミ運輸様も地域貢献できてい

るという点で良い事例です。

 SBSホールディングス株式会社様（以下SBS様）は東

京都新宿区に本社を置く物流企業で、2018年からご支

援をいただいています。

　当時「物流を使った社会貢献」を模索していたSBS

様と物流支援を求めていた2HJとのニーズが一致し、

ご支援へと至りました。

　主には食品寄贈主から2HJ埼玉拠点への臨時輸送の

対応、倉庫運営、車両運行に関する助言、提言をいた

だいております。また、2HJ倉庫が満床の際は、倉庫

スペースの提供（約50パレット分）も、状況に応じて

ご対応いただいています。

　SBS様社内で行っている安全講習にも2HJのスタッ

フが参加させていただきました。安全運転講習では、

プロドライバーの責任と心構え、安全運行に関わる車

両特性や運転知識などをお教えいただき、車両を使用

する際の気持ちを新たにすることができました。

　物流業者ではなく、電設資材の総合商社である田中

商事様にも輸送をサポートいただいています。軽ワゴ

ンタイプの車両や平ボディタイプのトラックを何台も

保持しているので何か貢献できませんかとお声がけい

ただき、現在寄贈品の輸送をお願いしています。

　2023年の実績として、約1.5ｔの食品の引き取りを担

っていただきました。主に隔週川崎方面の寄贈主へ食

品の引き取りを行っていただいております。

　今までの川崎方面への食品の引き取りは、ボランテ

ィアにお願いしていました。しかし、引き取り人員の

調整が難しく、毎月の人員調整やボランティアが担当

できない時のスタッフの調整など手間がかかっていま

した。現在、隔週で田中商事様が人員調整も含め担っ

ていただいているので、調整の負荷軽減になっていま

す。また、以前は、人員調整がつかず、食品の引き取

りができないことも時々ありましたが、現在は確実に

引き取りができるようになりました。

トナミ運輸株式会社との事例

田中商事株式会社との事例

SBSホールディングス株式会社
との事例

▲トナミ運輸様と連携し、2HJ埼玉拠点から富山まで輸送 ▲軽ワゴンや平ボディタイプのトラックでの輸送

▲トナミ運輸様のドライバーと車両による支援

専門家派遣事業

優良事例 13
企業開拓・連携
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ウェブ広報の効率アップと
意識向上へ

 他団体を視察した際、自団体は

活動のアピール不足であり、特

にウェブ広報が弱いと実感。し

かしながら、日常業務に追われ

手が回らない状況もある。

 現在活用するウェブツールは自

団体のウェブサイトが主。不便

さも目立つため、わかりやすい

ウェブサイトへ一新する予定で

予算も確保。しかし、なかなか

進められずにいた。またSNSは

運営に不慣れで活用が進んでい

ない。

団体が直面していた課題

　現状を分析することで、新しい

ウェブサイトの設計図がより明確

になった。新たなツールも活用し

て活動のアピールを充実させれ

ば、寄付や寄贈品の増加も期待で

きる。　

 職員共通の指標ができたことで

ウェブ広報に対する議論が行いや

すくなり、団体内で問題提起され

る機会が増えた。

広報活動の不足

ウェブツールの活用

どんな変化が起きた？

認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋

 まずは現状を把握するため、サ

イトログと検索キーワードを分

析した。その結果、困窮層向け

の 情 報 ニ ー ズ が あ り そ う な こ

と、寄付やボランティアなどの

支援検討層のサイト到達率が低

そうなことなど、ユーザー層ご

とのサイト利用状況が推測でき

た。団体内で優先したいペルソ

ナを確認したのち、支援検討層

向 け の サ イ ト 改 善 策 を 提 案 し

た。

 情報発信の方法として、自分た

ちでSNSやブログで発信すること

だけでなく、サイト利用者にリ

ー チ し や す い 方 法 も あ る と 説

明。非営利団体向けの無料プレ

スリリース配信サービスや、広

告助成制度などを紹介した。

ウェブサイトの現状分析

情報発信ツールの紹介

ウェブ活用がより具体的に

団体内の意識向上

派遣された専門家
槇野 純世 氏
マーキテクト

専門家から見たポイント

谷口 かおるさん

専門家派遣実績

3回  4.5時間

団体概要

所在地 愛知県名古屋市
代表者名 理事長 
 前川 行弘
設立年 2008年
スタッフ数 有給3 名
ボランティア 70名
活動日数 週5日
https://www.2h-nagoya.org

2022 年度活動実績

取扱量 516 トン
食料提供者 企業 約 296 社
食料提供先 182 団体
 6863 世帯

活動内容

東海３県でフードバンク活動を
行っており、食のセーフティネ
ットを構築することを理念とす
る。パートナー団体支援と、行
政と連携した個人支援の２種類
の食料支援を行っている。

▲食品の詰合せをつくっている様子

団体担当者より
　今回の支援を通じて、当団体のウ

ェブサイトを客観的に分析していた

だき、どこに課題があるのかが明確

になりました。

　また、GoogleAnalytics等の分析ツー

ルを活用することでユーザーの特徴

やどういったコンテンツ・サイト動

線が必要かがよくわかり、今後ウェ

ブサイトをリニューアルしていくた

めの良い検討材料になっています。

専門家派遣事業
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　活動拡大を支えるための人材

確保が課題。支える側と受け取

る側という二方向の関係性だけ

に留まらない、地域の中で役割

が循環していく体制を目指して

いる。

　個人寄付が主な収入源である

中、共感を得ながら活動が継続

できるように、安定した食料供

給のためにも定期的な活動報告

の周知が必要。また、社会情勢

の変化に合わせて、ニーズを汲

み取り、活動に反映させること

を重視している。

人材確保と担い手の育成 業務にまつわる書面のフ
ォーマット化

社会情勢に合わせた呼び
かけ

安定した財源の確保

地域や団体の課題

　入出庫システムと会員管理シス

テムをクラウド上で行い、さらに

今、デリバリーやボランティアの

交通費精算システムを同じクラウ

ド上で作成中です。委託会社に実

際に事務所に入ってご覧いただ

き、試行錯誤を重ねました。

　設立から 20 周年を迎えるにあ

たり、フードバンクとしての信頼

性のさらなる向上に努めます。そ

して地域における食支援としての

役割を果たせるよう、行政機関や

地域の支援団体との協働をさらに

進めていきたいです。また、食品

ロスの認知は少しずつ進んでいる

一方、企業からの提供量は減少し

ており、より広い働きかけの必要

性を感じています。　

担当者に聞いてみた

　寄付提供者との締結文書等を

フォーマット化してWEB上でも

公開している。業務を担う人材

が日々入れ替わる中、誰でも同

様に業務が遂行できるような工

夫を各所で行なっている。

　コロナ禍を経て、社会の期待

する役割が食品ロスから生活困

窮者支援へと変化している。寄

付者への呼びかけも、賛同者を

多く得られるよう伝え方を変え

ながら続けている。定期的に発

行される機関紙「フードバンク

関西ニュース」には、実際に食

料提供を受けた家庭の声も掲載

され、フードバンク活動が長年

地域に根付き、必要とされてい

ることがわかる。

団体のここがポイント！

スタッフ全員ボランティア　
業務フォーマット化の工夫
認定NPO法人 フードバンク関西

認定NPO法人フードバンク関西
理事長　中島 眞紀さん

▲食品パック発送作業

Q.効率化の工夫は？　

Q.今後の展望は？

団体概要

所在地 兵庫県神戸市
代表者名 理事長
 中島 眞紀
設立年 2003年4月
スタッフ数 有給10 名
ボランティア 約100名
活動日数 週6日
https://foodbankkansai.org

2022 年度活動実績

取扱量 276 トン
食料提供者 企業 165 社
 個人 1392 人
食料提供先 168 施設・団体
 6863 世帯

活動内容

余剰食品を活用し、食品ロス削
減につなげながら食支援によっ
て地域貢献につなげる。企業や
行政との連携を基盤に、支え合
う地域づくりの実現を目指す。

専門家派遣事業
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 学習支援をはじめ多岐にわたる

事業を行っている。その中でフ

ードバンク活動が必要となり、

活動自体の理解が低い状態で開

始した。

　 組 織 の ミ ッ シ ョ ン 、 ビ ジ ョ

ン、バリューが言語化できてお

らず、団体のあり方を改めて考

える必要があった。

　代表がほぼ一人で活動を展開

してきた結果、人手が足りない

だけでなく、今後注力すべき活

動が明確でなかった。

フードバンク活動への
理解不足

団体の方向性

スタッフ不足

付箋で活動を整理

フードバンク活動の位置
付けを明確に

団体が直面していた課題

　ミッションと紐づけて活動を整

理することができた。具体的には

子ども食堂を核とし、そのほかの

必要な活動を確認した。

　活動を主に食料の回収と配布に

分けることができると分かった。

前者はボランティアに任せ、自身

は配る活動に注力することに。そ

れぞれの役割が明確になった。

どんな変化が起きた？

フードバンクおいまつ

　活動の始まりから現状、そし

て今後の計画までを対面で聞き

取った。運営資源が限られてい

るため、活動の整理が必要と判

断。そこで、活動の目的を明確

にするため、活動を付箋に書き

出してグループごとにまとめて

整理し、団体のミッションに沿

ったものかを再確認した。　　

　多岐にわたる事業を、居場所

・フードバンク・体験・育てる

という4つの目的に整理。それぞ

れの活動に必要な運営資源につ

いて考えることができた。

また、フードバンク活動の重要

性を再認識でき、具体的な業務

負担や課題が明確になった。

ミッションと活動の関係性
を整理

活動内容と分担が明確に

派遣された専門家
山内 大輔 氏

専門家から見たポイント

団体担当者より
　フードバンク事業の立ち位置が

明確になり、今後のフードバンク

活動をどうしたいのか、また、そ

のための課題が可視化できた。団

体運営の現状と今後の方向性が客

観的に見えたことで、団体の芯が

みつかり、今できること、何をす

べきかという思考ができるように

なった。

運営管理者　津田 かずみさん

専門家派遣実績

3回  8時間

団体概要

所在地 愛知県名古屋市
代表者名 運営責任者
 津田 かずみ
設立年 2019年頃
スタッフ数 有給0 名
活動日数 週1〜2日

2022 年度活動実績
取扱量 1.1 トン
食料提供者 企業 6 社
食料提供先 約 20 団体
 約 50 世帯

活動内容

フードロス食品等を活用し、必要
としている団体、個人に配布。
また、フードバンク活動以外に
も、地域食堂、子どもの体験活
動や学習支援等を行っている。

多岐にわたる活動を整理
組織の方向性が明らかに

▲活動を付箋に書き出して整理

専門家派遣事業
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　子ども支援から活動を開始し、

フードバンクは2022年から。スタ

ート間もないため、事業運営や食

品管理方法など課題が多い。

　現在、子ども支援関係の助成

金で活動できていたが、今後の

運営資金の確保が難しく、運営

する上での不安が大。

　連携する団体から食品の寄贈

はあるが、遠方のためコストが

かかる。天草は広域なので地元

企業との連携を広げていき、各

町々へのサポートに繋げたい。

団体が直面していた課題

　取 扱 量 増 加 と 安 定 化 を 目 指
し、今後は地元の企業開拓に取り

組む予定。

 体制が未整備のまま規模が拡大
する恐れがあった。しかし、専門

家派遣により連携の重要性を学ん

だことで、自団体だけでなく、関

係団体・地域企業・行政等へ、協

力を要請しながら進める意識へと

変化した。

どんな変化が起きた？

 食品の取扱量を増やす方法と、

増えた場合でも対応できる組織

体制づくりの両面からサポート

した。最も時間を割いたのは管

理体制構築。食品衛生管理や安

全管理体制、トレーサビリティ

の重要性を伝えた。

 また、近隣企業やJAなどの地場

産業との連携も大切であるため、

積極的なアプローチ方法も紹介。

事務の面では、食品衛生管理マニ

ュアルや支援企業との同意書など

を共有しサポートした。

　子ども支援団体としてフード
バンク活動の比重をどの程度に

するのか、特に人員配置を明確

にする必要性を説明。

派遣された専門家
茶木谷 与和 氏
一般社団法人
ひのくにスマイルプロジェクト

専門家から見たポイント

立ち上げ時の管理体制構築
取扱量増加を見据えた整備
天草こども未来ネットワーク結の手

▲寄贈食品の配達

団体担当者より
　食品管理方法から法人運営に関

することまで、事業全般に対してア

ドバイスをいただき大変助かりまし

た。フードバンク事業は開始したば

かりですので、細かく確認くださり

心強かったです。今後もアドバイス

をいただける機会があるとうれしい

です。

品物管理スタッフ
松本 宗一郎さん

体制への不安

資金面への不安

地元企業と連携を

取扱量増加に備えた体制
づくり

活動の位置付けを明確に

地元企業への営業に挑戦

関係団体等との連携

専門家派遣実績

2回 8時間

団体概要

所在地 熊本県天草市
代表者名 代表
 金澤 武典
設立年 2022年
スタッフ数 4名
ボランティア 4名
活動日数 週1〜3日
https://www.yuinote-amakusa.com/

2022 年度活動実績

取扱量 不明
食料提供者 不明
食料提供先 約 200 世帯

活動内容

子どもたちを真ん中に、地域で
互いを見守り支え合える多世代
交流・地域共生社会を目指して
活動。子ども食堂等への団体支
援事業の他、困窮世帯への物資
を配布するフードパントリー活
動は天草市の行政・社協等と連
携している。

専門家派遣事業
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認定取得で収入基盤強化へ
書類作成を支援

　設立から4年目。市や県からの

委託・補助事業が財源の大半を

占め、事業規模は急拡大。今後

の 拠 点 整 備 や 事 業 継 続 を 見 据

え、寄付収入を増やすことが課

題 。 団 体 の 社 会 的 信 用 が 向 上

し、寄付者への税制上の優遇措

置が適応される認定を取得した

い。

　認定基準の一つ、パブリック

・サポート・テスト（PST）の相

対値基準をクリアするため、昨

年度から専門家派遣を活用し取

り組む。

団体が直面していた課題

　専門家の支援を受けながら申
請書類が完成し、10月に奈良県と

事前相談の機会を設定。その結果

を踏まえ、書類をブラッシュアッ

プし、3月末までの受理を目指し

ている。

 昨年度からの申請書類の準備を
経て、認定基準に沿った正確な会

計処理を行う意識が高まった。

どんな変化が起きた？

特定非営利活動法人フードバンク奈良

　所轄庁への事前相談・申請・

申請後の実地調査など、一連の

流れをレクチャーし、スケジュ

ールや対応を確認。所轄庁への

事前相談では、先方から受けた

質問の意図を解説し、回答内容

について助言した。

　PSTの相対値基準である“収入
金額に占める寄附金の割合が20%

以上”を証明する申請書類記入

や、金額根拠の準備が非常に難

しい。過去2年間の収入の計上方

法など会計書類を見直した。昨

年度には委託費の計上方法を市

と見直したほか、今年度は委託

費と補助金の会計上の整理を行

った。書類作成において事務受

託者派遣も活用。

派遣された専門家
関口 宏聡 氏
特定非営利活動法人セイエン

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

6回 7時間

団体概要

所在地 奈良県奈良市
代表者名 代表理事
 平川 理恵
設立年 2017年
スタッフ数 5名
ボランティア 30名
活動日数 週3日
https://foodbanknara.jimdofree.
com

2022 年度活動実績

取扱量 134 トン
食料提供者 38 社
フードドライブ連携 66 団体
食料提供先 140 団体
 約3500世帯

活動内容

子ども食堂や福祉施設などへの食
料提供、奈良市委託事業としてひ
とり親家庭への食品提供、子ども
宅食、大学生への食品提供、フー
ドドライブや食品ロスに関する啓
発活動を実施している。

▲食品の仕分け・提供準備の活動

団体担当者より
　認定取得に向けて、関口さんを派

遣していただきました。令和4年度

からの派遣で、昨年度は認定取得に

向けた準備、今年度は申請書類の作

成を支援していただきました。担当

者の都合上、土日や夜間での打ち合

わせが多くなりましたが、オンライ

ンで丁寧にご指導いただきました。

感謝しています。

代表理事
平川 理恵さん

認定取得による事業基盤
の安定

認定基準が難解

所轄庁とのやりとり
スケジュールの確認

認定申請書類の作成

申請書類の準備が概ね完了

認定基準を意識した運営に

専門家派遣事業
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　2019年から活動を開始。行政連

携のため、急ぎ法人化の必要に

迫られ、一般社団法人を設立。

しかし、安定した収入が確立され

ず、代表者が活動費を補填せざる

を得ない状況が続いていた。そ

のため、法人住民税均等割の支

払いなどランニングコストの軽

減を図るべく、NPO法人への移

行を検討。これを機に、助成金

・寄付金の獲得にも力を入れて

取り組みたいと考えており、将来

的には認定取得も目指したい。

団体が直面していた課題

　専門家の助言を受けNPO法人
設立認証書類の準備が完了。2024

年2月に熊本県への事前相談と申

請を行い、3月中の認証、4月1日

の設立を目指す。

 法人化後、そして将来的な認定
取得を見据えて、会計面など運営

体制の構築に設立時から取り組め

たことは大きな成果。

どんな変化が起きた？

　2024年4月1日の設立登記を目標

に、法人設計と具体的な書類検

討・作成にとりかかった。設立

認証申請書類の中でも重要性の

高い定款の検討から開始し、特

に団体固有のものである第1条〜

第5条については、他のフードバ

ンク団体の定款等も参考にしな

がら作成した。

　設立初年度と翌年度の事業計
画書と活動計算書を作成する過程

で、現在利用している会計ソフト

では、NPO法人会計基準に準拠し

た形での勘定科目設定や、計算書

類の出力に課題があることが判

明。団体側で検討し、NPO法人

化を見据え新たな会計ソフトの

導入が決定した。

派遣された専門家
関口 宏聡 氏
特定非営利活動法人セイエン

専門家から見たポイント

NPO法人設立認証申請へ
認定取得に向け基盤強化
フードバンクひのくに
（一般社団法人ひのくにスマイルプロジェクト）

▲寄せられた寄贈食品

団体担当者より
　現在は非営利徹底型の一般社団法

人で活動をしていますが、将来を見

据えてNPO法人化を行うために専門

家派遣を活用しました。専門家の関

口様には細部に渡るまでサポートい

ただき、予定通り4月1日にNPO法人

の登記ができるまでになりました。

将来をともに考える支援を賜り心よ

り感謝いたします。

代表理事
茶木谷 与和さん

ランニングコストの軽減

定款の準備

NPO 法人会計基準に準拠
した会計処理

NPO法人の設立認証申請へ

法人設立と認定取得を
見据えた基盤強化

活動内容

社協や行政の必要な支援につな
げた上で、食糧支援を実施。対
象は福祉施設と食糧支援を要す
る個人。法人の活動は、子ども
・地域食堂、熊本県北部の子ど
も食堂ネットワーク、災害救援
活動など多岐にわたる。

専門家派遣実績

6回 8時間

団体概要

所在地 熊本県菊池市
代表者名 代表理事
 茶木谷 与和
設立年 2019年
スタッフ数 3名
ボランティア 20名
活動日数 週7日
https://foodbank-hinokuni.theme
dia.jp

2022 年度活動実績

取扱量 65 トン
食料提供者 15 社
食料提供先 約 120 団体
 約 1200 世帯

専門家派遣事業
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団体概要

所在地 北海道札幌市
代表者名 代表 片岡 有喜子
設立年 2023年
スタッフ数 3人
活動日数 週7日
https://hokkaidofoodbanknetwork.
localinfo.jp/

2023 年度活動実績
取扱量 約 35 トン
食料提供者 7 社 ( 団体含む）
食料提供先 加盟 16 団体
 （通じて各世帯へ）

活動内容

北海道内におけるフードバンク
団体のネットワークとして2023
年4月に発足。16団体が加盟
し、地域間での食品の均等化を
図る。また勉強会などを通じ、
フードバンク団体としての信頼
性の向上にも取り組んでいる。

地域を越えた食支援
ノウハウ共有や勉強会も
北海道フードバンクネットワーク

　2023年にネットワークとして発

足したばかり。加盟団体同士の

連携や交流を深める必要性があ

るのはもちろん、設立間もない

加盟団体もいることから、ネッ

トワーク全体の底上げも課題。

　ここ数年はコロナ禍や物価高

が重なり、フードバンクの需要

が増している。広い北海道で困

窮世帯への支援を充実させるに

は、地域間の食料や情報のやり

取りが重要課題となっている。

　また、ネットワーク発足前は

企業から食料寄贈の申し出があ

っても一つの団体では対応しき

れない場合もあった。北海道と

いう土地柄、地域で農産物の余

剰が出ることも少なくない。

　団体同士の交流により、ノウ

ハウやそれぞれが抱える課題な

ど情報の共有がなされた。2024年

1月には札幌にてシンポジウムを

開催（次頁参照）。また、団体

運営や衛生管理の勉強会、お互

いの団体への視察等を開催し、

フードバンク団体としての活動

の底上げも果たしている。

　加盟団体同士で余剰農産物等

のやり取りも生まれ、地域間に

おける食品の均等化にもつなが

っている。

　これまで大口の寄贈があって

も一つの団体では対応しきれな

いことがあったが、ネットワー

クができたことで2023年は企業や

団体から7件の大口寄贈を受ける

ことができた。企業としては一

つの窓口でやり取りが済み、合

意書の取り交わしなど事務負担

が軽減。迅速にマッチングが進

むようになった。

地域や団体の課題

▲団体同士で視察会を行い情報共有

団体のここがポイント！

Q.多くの企業から寄贈を受けて
いるが、つながるコツは？
　発信に注力することで、思い

のある企業からの問い合わせが

増えた。特に最近はSNSに力を入

れている。これまではfacebook

が中心だったが、インターンシ

ップの協力によりYouTubeや

Instagram、Tiktokなどにも挑戦

している。

　自分だけでがんばらず、周り

の力を借りるようにしている。

Q.これから取り組みたいことは
ありますか？
　広い北海道にまだ空白地域は

存在しているので、立ち上げ支

援にも積極的に取り組みたい。

拠点が増えるとより多くの食料

が届けられるし、自分も助けて

もらったので恩返ししたい。

　また、ネットワークとしての

知名度をあげ地元企業にアプロ

ーチし、地元に愛されながら活

動を継続していきたい。

担当者に聞いてみた

代表 片岡 有喜子さん

専門家派遣事業
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地域間の食料の均等化

7件の寄贈を分配

交流・勉強会の開催で
団体の底上げを

29

広い北海道をどうつなぐか
企業の実例も共有

　2023年4月に発足した北海道フ

ードバンクネットワーク。この

シンポジウムでは、発足以来ど

のような活動を行っているか、

また、企業によるフードバンク

活動への支援実例などが共有さ

れた。

　ネットワークの活動報告とし

て、それまで一つの団体で対応

しきれなかった食品をネットワ

ーク加盟団体で活用できるよう

になった事例などの発表も。

　自動車関連の事業を行う企業

からの実例紹介では、スーパー

で実施されたフードドライブの

食品を回収し、フードバンク団

体の倉庫へ配送する取り組みを

発表。企業は食品の寄贈だけで

なく、それぞれの強みを生かし

た支援の仕方があることが共有

された。

　また当日は講演として、昨今

のSDGsや社会貢献への関心の高

まりを受け、企業が積極的にフ

ードバンク活動への支援に取り

組む必要性などについて説明が

なされた。

　当日の様子は、絵や図を用い

てまとめるグラフィックレコー

ディングで記録する試みも。

　シンポジウム翌日には、ネットワーク

加盟団体の集合研修が行われ、オンライ

ン含め12人が参加した。

　シンポジウムでも登壇した全国フード

バンク推進協議会の米山代表が講師とし

て、食品衛生管理の徹底などについて説

明。「食品事故があると、自団体だけで

なくネットワーク全体の信用を落とすこ

とになる。研修を通じて衛生管理徹底の

重要性が再認識された」と片岡代表。

　研修会ではお互いの活動や課題も共有

され、関係を深める機会にもなった。

団体のここがポイント！ 担当者に聞いてみた

開催概要

公開シンポジウム
企業とフードバンクのパート
ナーシップで叶える社会課題
の解決

主催：北海道フードバンクネ
ットワーク

協力： 農林水産省　北海道農
政事務所

日時 2024年1月23日
 13:30～16:00

場所 北海道札幌市
 札幌エルプラザ

対象 フードバンク活動団体
 企業・行政
 フードバンクに関心の
 ある市民

参加者 75 名
参考 P.28（北海道フードバ
ンクネットワークの紹介）

▲グラフィックレコ―ディング

1） 北海道フードバンクネットワーク活動報告

 ・NPO法人フードバンクイコロさっぽろ
 ・フードバンク富良野
 ・フードバンクくしろ

2） 講演　
 一般社団法人 全国フードバンク推進協議会 代表理事 米山廣明氏

3） 休憩&とっておきの道産食品(名刺交換)

4） 企業の実例紹介
 ・株式会社ローソン
 ・イオン北海道株式会社
 ・アンビシャスグループ北海道株式会社（札幌トヨベット株式会社）

5） 寄贈の税制優遇について　農林水産省北海道農政部

6） まとめ＆アンケート

シンポジウム 内容

研修会で活動の底上げ

イベントレポート　　　北海道フードバンクネットワーク



立ち上げ支援や研修で
企業からの信用を
NPO法人 埼玉フードパントリーネットワーク

団体概要

所在地 埼玉県越谷市
代表者名 理事長　草場 澄江
設立年 2019年2月
加盟団体 埼玉県内30市町の
 75団体
活動日数 週7日
https://saitama-fpn.main.jp/

2022 年度活動実績
取扱量 約 145 トン
食料提供者 企業・団体 63 社
食料提供先 約 3500 世帯

活動内容

埼玉県内のフードパントリーの
運営者同士の交流と情報交換、
寄贈食品のネットワーク加盟団
体内でのシェア、中間拠点とな
る倉庫を県内に設置し整備、ア
ドバイザーによるフードパント
リー新規立ち上げ支援を行って
いる。

　埼玉フードパントリーネットワーク（以下SFPN）

には、2024年1月時点で埼玉県内30市町の75団体が加盟

している。寄贈品を企業などから受けるには、団体が

企業に信用されることが必要です。SFPNの特徴とし

て、“団体立ち上げの支援”と“中間拠点”がある。

　SFPNは、フードパントリーを新たに開設したい人

向けのスタートブックを発行している。

（https://saitama-fpn.com/wp-content/uploads/2021/

04/startbook.pdf）

　スタートブックには、パントリーを行うにあたり基

本知識となる食品衛生、トレーサビリティ、個人情報

の取扱、告知の注意点、転売防止や、SFPNの中間拠

点や運送会社の支援、アドバイザーについて等の説明

と各パントリーの事例が紹介されている。

　SFPNでは新規パントリーの立ち上げ支援としてア

ドバイザーを派遣している。アドバイザー制度は埼玉

県が取り組んでいる事業で、子どもの居場所づくりを

推進するために導入された。SFPNでは団体の食品取

扱等に関する知識や取り組む心構えを揃える必要性か

ら導入した。SFPNは本制度の団体アドバイザーに任

命されている。個人アドバイザー資格者3人を含め12

人が登録され、丁寧なアドバイスを行っている。

　SFPNに加盟する場合、1時間～1時間半ほどのアドバ

イザー派遣を2度受ける。団体に説明する内容として、

パントリーの始め方（会場の決め方、フードバンクと

の契約、輸送手段の確保、ボランティアの確保）、周

知の方法（行政連携、地域の協力、SNSの活用）、配

付のまで流れ、ネットワークの様々な取り組みなどを

説明している。

　その後、SFPNと“食品等の譲渡に関する合意書”“中

間拠点利用に関する合意書”“配送支援に関する合意書”

の3つの合意書を理解の上で結ぶ。食品等の譲渡に関

する合意書はSFPNと団体間の契約で、食品衛生管理

の徹底と転売防止について。例えば団体で高額な物を

配付する際は、個別に誓約書を書いてもらうなど転売

防止策を講じている。

団体立ち上げ支援制度について

写真

▲スタートブックで立ち上げ支援 ▲各団体が管理シートに入力することで、リアルタイムで管理できる

　SFPNに加盟する団体にはいくつかの条件を設けて

いる。①アドバイザー制度を利用し2回の研修を受けて

いる②主に子育て支援のフードパントリーである③開

催場所が確保できている④自分で輸送手段を確保して

いる⑤3ヶ月以内に開催が決まっている⑥年会費6,000

円を負担⑦ネットワーク内の役目を受ける。

　アドバイザー制度やスタートブック、合意書や条件

を取り入れることでSFPNに加盟する団体のレベルを

統一することができ、加盟している団体であれば食品

の取扱が担保され、企業が安心して寄贈をしやすい環

境を構築している。結果的にそのことがSFPN全体の

信頼性の担保となり、寄贈品は年々増加している。

SFPNへの寄贈だけではなく、中間拠点や地域への直

接の寄贈品も増えているので、SFPNで出している数

字以上の寄贈があるのが現状。

　中間拠点は県内に9箇所設置されている。埼玉県福

祉部少子政策課のマッチングによってつながった団体

や企業からの寄贈品を拠点で管理している。拠点に対

し約4〜12の団体が紐づけられており、大量の寄贈品を

一括で受け取り、拠点にて寄贈品を分配している。

　寄贈品の依頼がきたら、まず拠点のリーダーにメー

ルで寄贈品の内容と賞味期限などを伝える。その上で

保管ができるかを判断してもらい、保管が可能であれ

ば配送をどうするか拠点リーダーと企業の間にSFPN

が入って調整する。

　団体の配付世帯数に応じて中間拠点への寄贈品の配

付数を決めている。中間拠点に届く寄贈品の数が決ま

り次第、団体にグループLINEで連絡を一斉に送り、い

つ拠点に取りに来られるか連絡のやりとりをする。寄

贈品は基本、中間拠点に団体が受け取りに来て、団体

の配付場所に利用者が取りに来る。団体の負担になら

ない受け取り型だからからこそ、ネットワークを広げ

ることができた。

　寄贈品が拠点に届き、団体が取りにきた際はライン

ワークスなどの各拠点がそれぞれのシステムを使い、

受け取ったらチェックをして団体の受け取り漏れがな

いか在庫管理をしている。

　県域全体の交流は年に2回、中間拠点リーダー会議を

3ヶ月ごとに行い情報交換を行っている。中間拠点リ

ーダー会議では、拠点のリーダー等が集まり、定期寄

贈品の利用調整、運用に関する意見交換、中間拠点の

再編成を行っている。今年度は一年ほどかけて、中間

拠点リーダー会議でリーダーにどのように管理をして

いるのか発表してもらった。それぞれ管理方法が違う

ので良い情報交換の場となり、各中間拠点の課題や管

理が改善された。

　以前一ヶ月で10~20世帯ほど配付先が増えたが、把

握できておらず寄贈品が間に合わないことがあった。

そこで、最適な寄贈品の配分のために、各団体が何世

帯に配付したかを入力し、世帯数をリアルタイムで

SFPNにて管理している。そうすることで世帯数が増

加している団体にもすぐに配付数を変え、寄贈品を1週

間〜2週間程度で全体に最適に配付される仕組みを整

えている。今は約4300世帯ほど登録されている。

　皆ITが得意なわけではないので、ITのスキルアップ

も課題の一つだった。研修を行いながら、リアルタイ

ムで世帯数を把握する仕組みを構築するまでには3年

かかった。

　また、SFPNに加盟しているパントリーの活動は、

利用者の住所や電話番号を管理しながら行っているの

で、万が一事故などが起こった際にはすぐに連絡を取

ることができる。どの中間拠点からどの団体に渡り、

どの利用者に寄贈品が渡っているのか、末端までトレ

ーサビリティの体制が取れていることも、企業が安心

して寄贈することができる要因の一つになっている。

中間拠点の仕組みと役割
加盟団体の配布実績を一元管理

専門家派遣事業
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企業開拓や窓口の一本化へ
フードバンク協議会を発足

　福岡県がフードバンクを使っ
た食品ロス削減をテーマに研究

会をつくり、エフコープ（福岡

県内約55万人が加入する九州最大

の生協）もメンバーに入った。

その中で、活動継続には収益面

で心配があることや、企業等が

どの団体に問い合わせていいか

困っていることも分かった。

県内のフードバンク団体を支援

する仕組みが必要と、協同組合

（生協・農協）で運営する協議

会が2019年4月に発足した。

一般社団法人福岡県フードバンク協議会

　窓口を協議会に一本化し、企

業がどの団体に連絡するか迷わ

なくなった。協議会が各フード

バンク団体への食品数の調整等

の連絡を行うため、企業側の負

担が減った。

　これまで、99社の新規企業開
拓を行い食品寄贈量が増加。併

せて、企業の機関誌に食品ロス

の記事を載せてもらう等の工夫

を行っている。

　協議会に食品の寄贈をするこ

とで、現場で適切に使われると

いう安心感がある。

お金の寄付については、どこの団

体にどのくらいで分配するかを企

業と話し合い決定している。

またエフコープの倉庫で食品の

保管をしているため、企業も安

心して提供できる。

団体概要

所在地 福岡県古賀市
代表者名 理事長
 堤 新吾
設立年 2019年
スタッフ数 2名
ボランティア 0名
 （エフコープからの応 

 援あり）

活動日数 週5日
https://ffb-kyougikai.com/

2022 年度活動実績

取扱量 福岡県下の各  
 フードバンク団 
 体で計上
食料提供者 約 200 社
食料提供先 福岡県下のフー 
 ドバンク団体

活動内容

食料資源の流通を変更すること
により、可能な限り資源利用の
偏りが是正される公平な社会、
互いに助け合い、一人ひとりが
安心して暮らすことができる共
助社会を目指している。

▲食品提供の様子

　できると思う。そのためには、

県や市町村、行政のバックアップ

は必要不可欠。

もともと協同組合は助け合いの精

神があるため、こうした社会の課

題解決に向けた組織運営は向いて

いる面があるのかもしれない。

社会情勢には左右されるが、今後

は一般企業が社会貢献の一環とし

て、より一層フードバンク活動に

参画できるような仕組みが必要だ

と思う。

　福岡県内のフードバンク団体の

基盤強化を図りたい。持続可能な

活動ができるように引き続き支援

していきたい。

地域や団体の課題 担当者に聞いてみた団体のここがポイント！

専門家派遣事業
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フードバンク団体を支援
する仕組み

企業の負担軽減

新規事業の開拓

信用性の担保

一般財団法人
福岡県フードバンク協議会
事務局長

向居 秀文さん

Q.福岡県外の地域でも協議会のよ

うな仕組みや、中間的な組織はで

きると思いますか

Q.今後の展開について

　新型コロナや物価高騰の影響

等で、生活困難家庭が急増。特

に ひ と り 親 家 庭 の 状 況 が 深 刻

化。全県16,000人の児童扶養手当

受給者へ食支援の利用案内をし

ている。

 新設団体増加に伴い、規模・運

営方法が異なる団体間の緊密な

連携の継続に注力。各団体とも

に活動資金や寄贈食品の確保に

課題を抱え、リアルタイムの支

援ニーズが高まっている。

生活困窮者世帯の増加 適正分配、適正消費

運営基盤の底上げ

団体間の合意形成と運営
支援

地域や団体の課題

　米どころの新潟でもあり、団体

によっては新米収穫の時期に古米

の大量寄贈がある。米は、適切な

温度での保管条件が必要なため、

基本は玄米での提供を受け、協議

会保有の米専用の冷蔵設備で保管

する。その後、寄付された精米機

により、精米したものを加盟団体

がそれぞれの必要数に応じて分配

をする。

　食品寄贈の際は、協議会が一括

して合意書を結ぶことで、企業側

と加盟団体の双方の負担を減らし

ている。加盟団体内では、食品の

取り扱いや適正分配についての知

見を共有し、食品衛生管理講習を

定期的に行っている。また協議会

加盟の際は「フードバンク活動に

おける食品の取扱い等に関する手

引き」の遵守を条件としている。

担当者に聞いてみた

　中間支援組織が協議会事務局

を担い、加盟団体が抱える世帯

数や提供先を把握。大口、小口

の様々な食品寄贈依頼を一括し

て受け的確に分配している。最

終受益者の食品の平均消費時期

は約2ヶ月とし、無理なく消費で

きる適正分配を意識している。

　加盟団体の拠点には、補助金

や助成金を利用し、業務用冷蔵

庫・冷凍庫を設置。加盟団体毎

に業務用保冷箱を配置したり、

大量寄贈の場合は、連携する企業

の倉庫に一時的な保管を依頼した

り、運搬車両18台を協議会が一括

レンタルし必要な団体が利用した

りするなど、ハブ的な役割を担う

ことで安心安全に大量の食品取り

扱いに寄与している。

団体のここがポイント！

県内フードバンクの旗振役
適正管理と分配で基盤強化
新潟県フードバンク連絡協議会

新潟県フードバンク連絡協議会
事務局長　小林 淳さん

▲適正管理のもと保管されている古米

Q.県ならではの工夫は？

Q.ネットワークだからできること

は？

団体概要

所在地 新潟県三条市
代表者名 会長　山下 浩子
設立年 2020年
スタッフ数 20 名
ボランティア 約2000名
活動日数 週7日
https://niigata-fblc.org/

2022 年度活動実績

取扱量 400 トン
 ( うち他フードバンク 

   から 20 トン )

食料提供者 企業 約 1000 社
 個人約 1400 人
食料提供先 約 300 団体
 約 6500 世帯

活動内容

新潟県内25団体での協働体制
で、大量の食品提供を実現。
2023年度は約1,000tの取り扱いを
行った。配布先は、全県の専門
機関や企業・団体等、支援情報
提供のハブ機能を担う。

専門家派遣事業
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在庫管理ツールの作成
低コストで高い汎用性

 在庫管理や報告業務等の事務処

理に時間が取られ、支援時間が

奪われることがある。事務処理

を 効 率 化 す る ツ ー ル を 活 用 し

て、支援時間を確保したい。

　在庫管理にエクセルを使用し

ているが、管理が大変で入力時

間もかかるため簡略化したい。

また、現在の方法では取扱量が

算出されないため別での管理が

必要で、入力作業が二度手間に

なっている。

団体が直面していた課題

　日々の入出庫を入力すれば取
扱量が一覧化されるため、行政へ

の報告書にも利用可能。作業時間

が大幅に削減され、報告書作成は

ボランティアへ依頼することも可

能になった。

　賞味期限や倉庫の管理も正確に

行えるので、今後の取扱量の増加

にも柔軟に対応できる。

どんな変化が起きた？

フードバンク神戸
（特定非営利活動法人神戸こども食堂ネットワーク）

　使いやすさとコストを重視し、

エクセルのままで新たな在庫管理

シートを作成。必要な情報を一

つのシートで管理できるように

した。パソコンに不慣れなスタ

ッフでも抵抗のないようできる

限り簡略化し、活用するハード

ルを下げることにも留意した。

また、多少の知識があれば団体

自身でのカスタマイズも可能に

なっている。例えば、複数の倉

庫へ分けて食品を保管する場合

は、機能を追加することで各倉

庫の在庫確認もできる。

※次頁で在庫管理シートを紹介

　今回は専門家が事務受託者を

兼ねて対応したことで、システ

ムの設計だけでなく実際に現場

で活用するところまで行うこと

ができた。

派遣された専門家
徳長 千普 氏
飛鳥電子株式会社

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

8回 8時間

団体概要

所在地 兵庫県神戸市
代表者名 理事長
 小野田 悦子
設立年 2020年
スタッフ数 0名
ボランティア 10名
活動日数 週5日
https://kobeksnw.com/

2022 年度活動実績

取扱量 24 トン
食料提供者 12 社
食料提供 約 20 団体
 約 500 世帯

活動内容

神戸市内のこども食堂等に対し
て、食材や運営、衛生管理、広
報等に関するサポート事業を行
う。食事提供支援や学習支援、
企画等を通してこどもたちの豊
かな生活と地域社会づくりに寄
与することを目的とする。

▲無償提供いただいた看板

団体担当者より
　取扱量が増える状況で、以前の管

理方法では事務負担の大きさが課題

でした。専門家派遣による丁寧なヒ

アリングで課題が明確になり、寄付

情報を一元化することでシンプルな

入出庫管理が可能になりました。事

務処理の軽減と管理体制の強化につ

ながり、大変助かっています。

理事長
小野田 悦子さん

事務処理を効率化したい

在庫管理方法に課題

情報をまとめ簡略化

事務受託者派遣を活用

報告業務の効率化に成功

取扱量増加にも対応

専門家派遣事業
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フードバンク神戸　在庫管理シート

①エクセルの「在庫管理表」シートに提供企業/食品種類・数等を入力

②提供企業ごとの食品提供状況一覧

③食品ごとの提供状況一覧
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東北フードバンク連携センター

事務局長　阿部 知幸さん

企業・団体の双方にプラス
運営マニュアルの作成へ

　東北で活動する団体の特徴と
して、東日本大震災をきっかけ

に、必要に迫られて活動を開始

している場合が多い。そのため、

食品の管理体制やルールの整備が

二の次になっている場合もある。

　フードバンク運営の基準とな

る衛生管理等のマニュアルは、

他組織が作成したものがいくつ

か存在するが、基準が厳しすぎ

るものも。企業が安心して食品

を寄贈でき、また団体の活動指

標になる新しいマニュアルづく

りが必要。

地域や団体の課題

　倉庫での管理状況・輸送方法・

チェックの仕方・支援先の選定方

法などを考えています。

 企業としては一つの窓口として

連携センターに寄付をすれば、基

準をクリアした他地域の加盟団体

にも安心して食品を渡すことがで

きます。これにより、地域間の食

品の偏りを埋めることができると

考えています。

 あまり項目が細かすぎると、ク

リアできず挫折したり、時間がか

かりすぎたりしてしまうことも考

えられます。企業の信頼を得なが

ら、団体の質を担保できるような

落としどころを探っていきたい。

担当者に聞いてみた

一般社団法人 東北フードバンク連携センター

企業が安心して食品を寄贈でき

るよう、食品の衛生管理や在庫

管理方法などを記した、フード

バンク団体のマニュアルを作成

することに。団体担当者は約10年

の活動実績があり、企業が気に

するポイントや、どの程度基準

をクリアしていれば安心できる

かのラインを理解している。

　マニュアルは現在活動してい

る団体だけでなく、これから開

始する団体にとっても、どうい

うポイントをクリアするべきか

という指標になる。

 マニュアルができることで、食

品の安全性や支援先の適切性が

証明され、企業は安心して寄付

ができる。また、一定の基準を

クリアすることは、食品事故の

防止など団体自身を守ることに

もつながる。

団体のここがポイント！

団体概要

所在地 宮城県仙台市
代表者名 代表理事
 末永 博
設立年 2020年
スタッフ数 4 名
活動日数 週5日
https://tohoku-fb.net/

2022 年度活動実績

取扱量 14.7 トン
食料提供者 企業 13 社
 （及び加盟 11 団体）

食料提供先  加盟 11 団体
 （通じて支援機関や施 

   設等へ配布）

活動内容

東北6県で活動するフードバンク
団体の運営サポートとともに、
企業と団体とのコーディネート
を行っている。東北では宮城県
仙台市に企業が集中しているた
め、県を越えて連携し地域全体
での支援に取り組んでいる。

▲倉庫視察の様子

Q.マニュアルのチェック項目はど

のようになりそうですか？

Q.マニュアルが完成することで、

どんな変化を想定していますか？

Q.作成にあたり気を付けているこ

とはありますか

専門家派遣事業
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共通ルールの必要性

企業と団体双方に
メリットとなる基準を

フードバンク団体の       
マニュアル作成

食品の安全性等を証明
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行政・企業・団体の事例共有
地域の連携を強化

　フードバンク活動を促進する

ため、東北フードバンク連携セ

ンターは東北農政局と情報交換

会を共同開催した。

　情報交換会には、フードバン

ク団体をはじめ、食品製造業、

小売などフードバンクに関心の

ある企業などの参加があった。

　農林水産省担当者からは、フ

ードバンク活動の状況や課題を

はじめ、フードバンク活動を促

進させるための支援等の情報が

共有された。

　また、フードバンク活動に取

り組む事業者や、フードバンク

団体からの報告も。東北でのフ

ードバンク活動がどのように広

がっているかや、まだまだ支援

が必要な現状について発表があ

った。

　意見交換の場では、参加した

企業担当者より「どのように支

援に関われるのか」「どういっ

た食品や量が受け入れてもらえ

るのか分からない」などの質問

があった。それを受けてフード

バンク団体からは「情報が集約

されているウェブサイトなどの

整備も必要」と意見があった。

　情報交換会開催後、東北フー

ドバンク連携センターに加盟す

る団体の研修が実施された。

　日々の活動や課題を共有し、

また、加盟団体の衛生管理基準

を設けるための意見交換も。食

品のやり取りや管理に際する衛

生管理を徹底することで、企業

からの信頼を得ることや団体の

底上げを目指している。

団体のここがポイント！ 担当者に聞いてみた

開催概要

フードバンク活動促進に向け
た情報交換会
～効果的で持続的なフードバ
ンク活動を続けるためにフー
ドバンク団体に必要なフード
バンクネットワークとは?～
主催：東北農政局／一般社団
法人東北フードバンク連携セ
ンター

日時 2023年11月27日
 14:00～16:00

場所 宮城県仙台市
 仙台合同庁舎

対象 食品関連事業者
 フードバンク活動団体
 地方公共団体等

参考 P.36（一般社団法人東
北フードバンク連携センター
の紹介）

▲フードバンク団体の集合研修

▲情報交換会の様子

1） 情報提供
 フードバンク活動に関する支援等について
 農林水産省大臣官房新事業・食品産業部外食・食文化課 淺浦課長補佐

2）フードバンク活動に取り組む事業者からの取組事例紹介
 仙台農業協同組合青年部 佐藤委員長

3）フードバンク活動団体による活動報告
 ①認定特定NPO法人フードバンク岩手 阿部副理事長兼事務局長

 ②一般社団法人東北フードバンク連携センター 末永代表理事

4）意見交換
 ・フードバンクの現場のニーズについて
 ・食品提供者における食品ロス削減に資する食品・食材の提供事
 　情等について

5）その他

情報交換会 内容

フードバンク団体の
集合研修も

イベントレポート　　　一般社団法人東北フードバンク連携センター



助成金を最大限に活かす
ガバナンス向上/新たな連携

　 昨 年 度 は 助 成 金 申 請 に あ た

り、専門家のサポートのもと採

用された。今年度は、その活用

方法や報告業務へのサポートを

希望し、同じ専門家の再派遣を

依頼。

　助成金は単年助成が多く、翌

年以降の資金源に悩む。助成金

を有効活用し、翌年以降に繋が

るようにしたい。

　有給スタッフが少なく、団体

の方向性などを話し合う場を持

ちにくい。

団体が直面していた課題

　食品寄贈量が昨年度比135％へ
増加。フードドライブも追加さ

れ、活動の幅が広がる結果に。

　ガバナンスへの意識を継続して

持ち続けることで、活動の基盤を

強固にするために全国フードバン

ク推進協議会への加盟を申請。

 有給スタッフのおかげで活動に

余裕ができ、認定NPO法人取得に

向けた助成金を新たに獲得。

どんな変化が起きた？

NPO法人フードバンク京都

　助成金の報告業務は面倒であ

るものの、「活動を見られる」

という意識を生む。これを機会

と捉え、ガバナンスへの意識向

上を助言。フードバンクでは必

須 の 食 品 取 扱 に 関 す る 注 意 点

（賞味期限内利用、スタッフに

配らない等）の徹底や規程類の

整備を促した。

　また、助成金で有給職員を雇

用したので、その力を整備に割

くこともできる。この整備が翌

年以降の体力となる。

　助成金受給はそれ自体がアピール

ポイントなので、期間中の行政や企

業への積極訪問を促す。結果、地

元のスーパーマーケットとの連携

が決まり、新たにフードドライブ

を開始することに。

派遣された専門家
鈴木 和樹氏・望月 健次氏
NPO法人
フードバンクふじのくに

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

6回 8時間

団体概要

所在地 京都府京都市
代表者名 理事長
 高畠 由美
設立年 2015年
スタッフ数 1名
ボランティア 約60名
活動日数 週6日
https://www.foodbankkyoto.com

2022 年度活動実績

取扱量 25 トン
食料提供者 不明
食料提供先 不明

活動内容

京都市内を中心に福祉施設・団
体、こども食堂などへの支援の
ほか、行政や社会福祉協議会な
どを通して緊急支援も取り組
む。寄付された食料だけでな
く、無償貸出の農地でスタッフ
が野菜の生産を行い支援に利用
している。

▲スーパーからの寄贈食品で満載の車

団体担当者より
　専門家からのアドバイスを生かし

て行政等との関係づくりを積極的に

行ったところ、新たな事業につなが

る情報交換ができました。

　専門家派遣により、団体状況を実

際に見ていただき、自分たちだけで

は気付くことができなかった改善点

や視点等をアドバイスいただきあり

がたい限りです。

理事　河本 恭子さん

助成金採択後のサポート

助成金終了後の資金

団体運営への不安

ガバナンスの向上へ

新たな連携のチャンス

食品寄贈量が増加

協議会への加盟申請

新たな助成金を獲得

専門家派遣事業

優良事例 26
その他
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フードバンクトピックス
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寄付集めのためのヒント

寄付付き自動販売機の設置で、寄付集めと広告効果も

NPO 法人 フードバンクしまねあったか元気便
事 例
case study

1

希望する団体へ寄付をすることができる「寄付付き自動販売機」。 設置オーナーとなるフードバンク

団体は振込みなどの手間が無く、購入者は気軽に設置団体に寄付をすることができる。利用にあたっ

ては飲料メーカーとの契約が必要。自動販売機のパッケージ包装によって広告効果も期待できる。

寄付申込書を作成し、スムーズなやり取りが実現
事 例
case study

2

主に企業からの食料

寄付の場合に取り交

わし、これに基づい

て検品を行い、内容

（評価額のある場合

は評価額も含め）に

ついて物品受領書を

発行した上で、記録

に残す。

フードバンクの活動を支える寄付。団体への直接の寄付にまつわる手続き的な工

夫、間接的な寄付機会創出などの例をご紹介します。

認定 NPO 法人 フードバンク関西

認定ＮＰＯ法人フードバンク関西への食品のご寄付のご提案、ありがとうございます。 認定NPO法人フードバンク関西
下記、寄付申込書に①寄付者情報　②寄付予定の商品情報をご記入いただき、メール添付にてご送信下さい。 住所　〒658-0021

神戸市東灘区深江本町1丁目８－１６－１０１
℡　078-855-7025　 fax　078-855-7028

寄付申込書 メールアドレス　　office@foodbankkansai.org

①寄付者情報 記入日

貴社名 ご担当部署

所在地 電話番号

受け渡し方法 ファックス

②商品情報
ケース外
バラ点数

注①　商品の数が多い時は行を挿入して下さい。　

注②　※特記事項　　認定NPO法人フードバンク関西への物品寄贈は、条件により寄付として損金扱いが可能です。この取り扱いをご希望でしたら、ご相談下さい。

注③　ご寄贈食品は、成分表示のあるものに限ります。個包装に表示がない場合は、データの提供をお願いします。

備考

商品名 ケース数入り数/
ケース 温度状態

※特記事項
評価単価/ケース 評価額総額（円）

２０ 　年　 　月　 　日

ご担当者名

（原則として寄贈企業による配送・配送経費は全額損金算入可能です。）

総点数 総重量
(kg) ケース外寸賞味期限 寄贈理由

フードバンク
トピックス

寄付集めのためのヒント
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みえ〜る（三重県）
https://www.chunichi-mie-sc.co.jp/mieyell

事 例
case study

1

アプリ導入で手軽な食品の授受を実現
事 例
case study

2

全国でも事業系の食品ロ
スが多いことを背景に、
マッチングをスムーズに
行うために、岡山県が導
入。2023年にリリース
後、岡山県内のフードバ
ンクの登録多数。開設ま
もないため提供品目に偏
りがみられるものの、即
時の取引が好評。

おかやまフードトリップ（岡山県）
https://foodeal.jp/

提供者と受取者、お互い顔が「みえる」関係を目指して

企業等の団体から無償で提供される食品について、提供者（企業等）と受取者
（フードバンク活動団体や子ども食堂団体等）とのマッチングをWEBサイトやア
プリ上で行い食料支援につなげるシステムを活用して食品ロス解消を推進。

マッチングシステムの活用

【１年間の実績】
・登録者　61事業所
（提供者　30事業所、
　受取者　31事業所）
・提供食品　139件
・食品取扱量　約6,200kg
・マッチング件数　213件

2021年にリリース。県内企
業、フードバンクの登録も
多数。より即時性の高いや
りとりや、配達記録等の保
管など、さらなる利便性向
上が期待される。

フードバンク
トピックス

マッチングシステムの活用
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チェック項目で食品管理

団体への信頼にもつながるチェック習慣

NPO 法人 フードバンク京都事 例
case study

1

食品を届ける際に、受け取り者との間

で「転売禁止」「賞味期限内に消費す

る」など、食品の衛生管理に関する注

意事項について確認の上、受け渡しを

行う。

繰り返し行われる行為だからこそ、形

式的にならない丁寧なコミュニケーシ

ョンのきっかけにも。

誰もが分かるチェック項目で意識向上
事 例
case study

2

スタッフで共有できる衛生管理に関するチェック項目。

食品の種類によって変わる具体的な内容。

安全安心に食料の授受ができるよう、受け取り者との間で取り交わす書面や、団

体における食料保管についてのチェック表等を作成し、具体的な確認項目を明示

している。

特定非営利活動法人フードバンク福岡

フードバンク
トピックス

チェック項目で食品管理
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活動の展開に合わせてNPO法人化を目指す

フードバンク団体が直面しやすい課題について、テーマにちなんだ専門家による

基礎セミナーをオンライン実施。本事例集に掲載されている関連事例も合わせて

ご覧ください。

基礎セミナー動画

内容の概要：
小規模から始めたフードバンク活動が発展するためには、より多くの協力者や資金が必要であり、

持続的な活動に取り組むことが欠かせない。そのための一つのステップとして、NPO法人化に取り

組む際に必要なポイントについて具体的に解説。

  講師

関口 宏聡
NPO法人セイエン 代表理事

NPO法人化のスタートラインに立つ 
円滑な設立プロセスと

効果的な運営の秘訣とは

基礎セミナー ①

関口宏聡氏（NPO 法人セイエン代表理事）
動 画
movie

1

フードバンク
トピックス

基礎セミナー動画
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テーマ

NPO 法人化
認定 NPO 法人化

第1回：

NPO法人の設立・解散と定款

第2回：

NPO法人の年間運営と人材

第3回：

NPO法人の認定取得と寄付税制�

関連事例：　P.26 　 NPO法人フードバンク奈良
   認定取得で収入基盤強化へ　書類作成を支援　



内容の概要：
「ファンドレイジングは必要だけど何から考えたら良いのか、何から始めたら良いか分からない」

という漠然とした悩みから抜け出し、具体的な手法に取り組むためのヒントを提供。具体的なファ

ンドレイジング戦略を立てる手法を身につけることを目指す。

基礎セミナー ②

44

寄付だけではないつながりを生むファンドレイジング

久保匠氏（日本ファンドレイジング協会法人連携推進パートナー）
千田領一郎氏（日本ファンドレイジング協会社会的インパクトセンターディレクター）

千田 領一郎
日本ファンドレイジング協会
社会的インパクトセンターディレクター

支援者との共感を生むメッセージづくり
フードバンクを支えるための

効果的なファンドレイジング戦略の作り方

久保 匠
日本ファンドレイジング協会
法人連携推進 パートナー

動 画
movie

2

テーマ

ファンドレイジング
戦略

関連事例：　P.11 　 NPO法人フードバンク渋谷
   寄付集めチームを組成　支援者視点で寄付戦略を　

第1・3回講師

第2回講師

第1回：

ファンドレイジング基礎

第2回：

活動の成果測定と事業戦略

第3回：

ファンドレイジング戦略�

質問「NPO法人で可能な事業収入とは」

※基礎セミナー②については、動画公開はありません

戦略的に食品寄贈量を増やすには

・テーマ
食品寄贈量の増加

・内容の概要：
食品寄贈量を増やすための
効果的な広報・発信、食品
寄贈者を含めた地域連携、
そして食品寄贈者の信頼を
得るためのリスク管理とい
う観点から食品寄贈量を拡
大するための具体的な戦略
と成功事例を解説。

米山 廣明
一般社団法人全国フードバンク推進協議会

代表理事

食品寄贈量アップを目指す
フードバンクが取り組む
3つの戦略的アプローチ

基礎セミナー ③

米山廣明氏（一般社団法人全国フードバンク推進協議会代表理事）

基礎セミナー動画についてはこちらからご覧ください
▶https://myfarm.co.jp/foodbank/jigyo/senmonka-haken/kenshu/

・関連事例

P18 「一般社団法人鹿児島県フードバンクセンター」

動 画
movie

4
自団体を知ることで助成金申請のコツがわかる

・テーマ
企画立案と助成金獲得

・内容の概要：
助成金に関する基礎知識か
ら申請書の書き方のコツま
で、実践的なスキルを学
び、持続的に発展するため
の資金獲得を目指す。同時
に自団体や活動について客
観的理解を深め、資金提供
者の意図に沿った事業の切
り口や見せ方、説得力のあ
る予算の計上方法などを考
える。

鈴木 和樹
NPO法人
フードバンクふじのくに
事務局次長

助成金獲得への第一歩
フードバンク事業の企画立案のコツとは

基礎セミナー ④

大野 覚
認定NPO法人
茨城NPOセンター・コモンズ
常務理事・事務局長

大野覚氏（認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ常務理事・事務局長）
鈴木和樹氏（NPO法人フードバンクふじのくに事務局次長）

・関連事例

P38 「NPO法人フードバンク京都」

動 画
movie

3
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事業概要
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本事業について
農林水産省令和4年度フードバンク活動強化緊急対策委託事業（補正予算事業）

　農林水産省令和4年度フードバンク活動強化緊急対

策委託事業（補正予算事業）は、日本全国でフード

バンク活動に取り組む団体の、活動基盤を底上げす

ることを目指すものです。

　社会的な孤独・孤立の問題が深刻化するとともに

エネルギー・食品等の物価高騰の影響が懸念される

なか、こども食堂や生活困窮者などへ食品を届ける

フードバンクの役割が増しています。その一方で、

食品ロスの問題は世界的に大きくなっています。

　本事業は、これらの課題に取り組むフードバンク

団体の、活動基盤の強化を目的として実施されまし

た。

　本事業により各地のフードバンク活動が効果的に

展開されることで、食品ロスの削減や、困窮世帯な

どへの適切な支援がより充実することを目指してい

ます。

01 専門家派遣
申請のあった団体に事務局がヒアリングを実施。直面している課題に合わせ、
さまざまな専門知識をもつ専門家をマッチングします。

個別団体への派遣 事務受託

情報交換会への派遣

派遣先団体拠点

実施内容

実施実績

　運営基盤の強化や食料寄贈元の開拓など、フードバ

ンク団体が抱える課題に強い専門家を派遣。必要なノ

ウハウ獲得を促進し、活動基盤の強化や運営能力の向

上を目指します。

　専門家からの運営助言を実行するために必要な事務

業務を担う人材を派遣することで、専門家から提供さ

れた知見や助言を確実に運営改善につなげることを目

的としています。

　ネットワーク強化事業で実施される情報交換会へ専

門家派遣を行います。先進事例やノウハウなどを参加

者に共有し、知識の底上げや視野の拡大に導きます。

基礎セミナーの開催

　団体に共通する課題について、専門家がオンライン

で研修を行いました。研修の動画はウェブサイトでも

公開を行いました。（P.43参照）

マッチング数※ 93
派遣団体数 50 団体

件

派遣回数 484 回

北海道 1団体

東北 6団体北陸 3団体

関東 14団体

東海 5団体

近畿 7団体

四国 2団体
九州 9団体

沖縄 1団体

※団体と専門家のマッチング数。一つの団体に複数の専門家が派遣されることもあるため、派遣団体数と異なる。

（事務受託の派遣を含む）

中国 2団体

派遣された専門家の紹介

地域間のネットワーク支援、災害復興支援

阿部知幸 氏

NPO法人フードバンク岩手
副理事兼事務局長

東日本大震災をきっかけに民間企業よりNPOの世界へ
転身。被災者支援を継続する中で食料支援を開始し、
2014年フードバンク岩手を設立。 岩手県内の生活困窮
者相談窓口からの緊急食料支援要請に対応。

2017年度まで、㈱エフコープ・ライスセンタ-代表、産
直委員会委員長、食品品質管理員会委員長。2017年以
降フ－ドバンク福岡設立に伴う事務局として、設立登
記、運営、経営基盤の構築、外部対応を実施。

食品衛生・品質管理、物流、経営基盤の構築

岩崎幹明 氏

NPO法人フ－ドバンク福岡
理事・事務局長

団体運営支援、会計支援

大野覚 氏

認定NPO法人 茨城NPOセンター・コモンズ
常務理事・事務局長

ニューヨーク市立大学大学院バルーク校行政学修士
NPO運営コース修了。市民活動の相談対応や行政の協
働推進施策支援、企業のCSR活動支援のほか、NPO法
人会計基準協議会の事務局等も担当。

フードバンク活動歴は16年。現在まで、100社以上の食
品関連企業等との関係を築き、福祉や教育行政等など
を通し、食品が必要な家庭や施設団体へ食品を届ける
仕組みを構築。

新規団体設立支援、広報活動、企業との連携

奥平智子 氏

NPO法人フードバンクセカンドハーベスト沖縄
代表理事

資金調達、組織の意識改革

米山けい子 氏

認定ＮＰＯ法人フードバンク山梨
理事長

元全国フードバンク推進協議会代表、消費者庁食品ロ
ス削減推進会議委員、中央市子どもの貧困対策推進会
議委員。山梨モデルとして行政との協働で「食のセー
フティネット事業」を展開。

静岡県内の多くの団体と共に、フードバンクふじのく
にを設立。 静岡県内で食料支援を受けられる仕組みを
構築する。行政や社会福祉協議会との協働が得意。生
活困窮者支援団体POPOLO事務局長も務める。

行政連携、団体運営支援

鈴木和樹 氏

ＮＰＯ法人フードバンクふじのくに
事務局次長

IT、労務のコンサルティング

徳長千普 氏

認飛鳥電子株式会社
代表取締役社長

IT・労務コンサルティング等の事業を専門的に行って
いる。特に個人事業主や個人向けの、業務効率化やパ
ソコンスキルの向上の為にパソコンスクールを開催。
ニーズに合わせたスキルを提供している。

NPO法制度改正や寄付税制拡充、中小企業支援施策の
NPO法人への適用、新型コロナ支援等のロビイングに
従事。フードバンク推進やケアラー支援、災害救助法
改正等のアドボカシー活動支援にも携わる。

NPO法人化、認定取得、政策提言

関口宏聡 氏

NPO法人セイエン
代表理事

webコンテンツ企画・制作

山下雄登氏

Web制作会社にて、ホームページやオウンドメディア
の立ち上げ、Webコンテンツの企画・制作等を行う。
現在は個人事業主として、映像制作や映像配信、写真
撮影、Webコンテンツの企画・制作等を行う。

　外資系IT企業で二度育児休職し、待機児童問題や病
児保育問題などに直面した経験から、2017年認定NPO
法人フローレンスに入社。2022年からは様々な団体向
けに、ファンドレイジング支援なども行う。

資金計画、事業戦略づくり�

御手洗 薫 氏

(株)岡澤商店/一般社団法人こども宅食応援団

本事業で定められた基準を満たす専門家が全国へ派遣されました。
登録された専門家61人のうち、その一部を紹介します。
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運営スタッフやボランティアの確保・適切な配置 7 21.9%
法人格に関する検討点の解消
　（NPO法人化、認定取得など） 7 21.9%
食品管理方法の改善 6 18.8%
その他 5 15.5%
フードバンク活動の開始準備 4 12.5%
食品寄贈先（施設・困窮世帯等）の
　発掘・アウトリーチ 3 9.4%
成果を感じられなかった 1 3.1%

●ファンドレイジングの基本的な考え方ややり方を知
ることができ、資金調達の必要性を団体内で共有し、
メンバーの意識が変わってきました。企業への働きか
けに注力した結果、寄付金の成果はまだ不十分ですが
食品寄贈につながったケースもあります。
●行政と当団体と専門家との意見交換会の後には行政
から「事業化できるものがあるかもしれない。相談し
たい」との連絡がありました。
●基盤強化のための新たな体制づくりに着手でき、継
続可能な組織運営を学ぶことができ、的確な助言で地
域の課題解決に取り組むことができました。その後も
専門家派遣のおかげで運送会社からサポートの申し出
があり感謝感激しています。

●フードバンク活動を行う上で団体のHPが大切と教え
ていただき、まず団体のHPの改良を行いました。改良
を行ったことによりHPからの問い合わせも増えてきた
ように感じます。
●安定した組織運営のために財務部門の体制を整える
ことと資金調達力の強化が必要でした。専門家派遣を
活用したことで各部門の業務の棚卸しが進み、属人化
している業務や作業分量が明らかになり、他の部門で
力を発揮できていなかった優秀な人材の発掘をするこ
とができました。部門横断で資金調達業務を推進する
合意形成も取れました。
●ファンドレイジング用のチラシや企業訪問リストが
作成でき、寄付金を得るための準備ができた。

実施後アンケート

Q.専門家派遣を通じて得られた成果について、当てはまるものをすべてお答えください（複数回答可）
※回答数32、回答率76.2%、対象は個別団体への専門家派遣を利用した団体

成果を感じられた団体が96.9%

食品取扱量の増加

アンケート内コメントの一部

専門家派遣終了後に団体へアンケートを実施し、以下の通り満足度の高い結果となりました。

資金調達による財務・資金繰りの改善 13 40.6%
中長期事業計画の作成 11 34.4%
広報・発信の強化（ウェブサイトやSNSの活用） 11 34.4%
事業運営・管理体制の強化
　（マニュアル作成・オペレーション標準化等） 11  34.4%
スタッフの知識・技能の向上（人材育成） 9 28.1%
新規の食品寄贈元（企業等）の開拓 7 21.9%
地域の行政や他団体との連携促進 7 21.9%
経理・労務の仕組み化・改善 7 21.9%

2022年度の食品取扱量と2023年度の食品取扱量（推計値）

を比較したところ、専門家派遣を利用した団体の90.5%で

食品取扱量が増加し、総量232.9トン、1団体あたり年平均

11.1トンが増加する見込み。

個別団体への専門家派遣を利用した団体を対象に食品取扱量アンケートを実施。

※回答数21、回答率56.8%、対象は個別団体への専門家派遣を利用した団体

2022年度 2023年度（推計）

1430.1トン
1663トン

マッチングの精度 専門家の満足度
[課題解決のスキル]

適切だった
 96.9％（31）

どちらとも言えない
3.1％（1）

成果を感じられたか

はい
 96.9％（31）

いいえ
3.1％（1 ）

  満足
93.8％（30）

普通
3.1％（1）

もの足りない
3.1％（1）
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フードバンク中核団体向け集合研修

中国四国ブロック
岡山・広島・山口

九州ブロック
福岡

沖縄ブロック
沖縄

02 情報交換会等の開催等
全国を14ブロックに分け、各地域のフードバンク団体同士が集い意見を交わし合う場(情報
交換会等)を通じ、持続的・発展的なネットワークが構築・拡充することを目指します。

実施内容

全国9つの地域を右の通り14ブロック
に細分化し、各地域ブロックを対象と
した情報交換会の開催等事業を実施し
ました。

各地域での情報交換会

北海道ブロック
北海道

東北ブロック
青森・秋田・岩手
山形・宮城・福島

東海ブロック
静岡・岐阜・愛知・三重

北陸ブロック
福井・石川・富山

近畿ブロック
滋賀・京都・奈良・大阪・兵庫

中国四国ブロック
徳島・香川・愛媛・高知

関東ブロック
栃木・茨城・群馬

関東ブロック
埼玉

北陸ブロック
新潟

中国四国ブロック
鳥取・島根

九州ブロック
佐賀・大分・熊本・宮崎・鹿児島

実施実績

40合計　　　　 回開催

 情報交換会などの
 開催実績

北海道 4回

東北 2回

関東（埼玉） 3回

関東（栃木・茨城・群馬） 1回

北陸（福井・石川・富山） 2回 

北陸（新潟） 2回

近畿（滋賀・京都・奈良・大阪・兵庫） 2回

東海 5回

中国四国（岡山・広島・山口） 4回

中国四国（徳島・香川・愛媛・高知） 3回

中国四国（鳥取・島根） 3回 

九州（福岡） 3回

九州（佐賀・大分・熊本・宮崎・鹿児島） 1回

沖縄 4回

全国（中核14団体集合研修） 1回

ブロック

　地域ブロックのネットワーク機能及びフードバンク中間支援機

能を強化することを通じて地域ブロック内におけるフードバンク

活動を活性化させる為に、東京にて中核団体向け集合研修を実施

しました。

　14の中核団体から各2名ずつのスタッフが参加し、計27名が参加

しました（1名は体調不良にて欠席）。
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